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1371年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Raja Wastu/Niskala Wastu Kancana/Sang Mok
  teng Nusalarang｣(~1475年)
1371年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Virodaya Cinkaiariyan｣(~1380年)
1371年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公･ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ(~1372年)
1371年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ﾆｯｺﾛ3世ﾀﾞｯﾚ･ｶﾙﾁｪﾘ｣(~1383年3月)
1371年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾘｱ皇帝｢ﾖｳﾞｧﾝ･ｳﾛｼｭ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(~1381年譲位)
1371年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<復元>ｱﾄｽは東ﾛｰﾏ帝国(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国)の一部
1371年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｶﾙﾛ2世ﾄﾞﾗﾁｷ(=ｶｰﾛﾘｰ･ﾄﾞｩﾗｯﾂｫｲ)｣(~1376年)
1371年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Jean Coke｣(1期目)
1371年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Giefroy de Saint-Martin｣(~137205
  02)
1371年1月1日-09:00|日本|愛知県|建徳元;応安3年12月15日|管領細川頼之が尾張守護土岐頼康を討とうとし土
  岐頼康は尾張に下向
1371年1月17日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･宣光1年|北元の昭宗ｱﾕﾙｼﾘﾀﾞﾗが宣光(~1379年)と改元
1371年1月18日-09:00|日本|  ||建徳2･応安4年|<交替>上野国守護｢上杉能憲｣⇒｢上杉憲春｣(~天授5･永和5(1379
  )年3月7日死去)
1371年1月18日-09:00|日本|  ||建徳2;応安4年|｢太平記｣成る
1371年1月18日-09:00|日本|香川県高松市|建徳2･応安4年|細川頼之,石清尾八幡宮の社殿を造営
1371年1月18日-09:00|日本|静岡県浜松市|建徳2;応安4年|後醍醐天皇の皇子無文元選禅師によって大本山方広
  寺奥山半僧坊創建<臨済宗大本山>
1371年2月16日-09:00|日本|  ||建徳2･応安4年2月|<交替>備後国守護｢渋川義行｣⇒｢今川貞世｣(~康暦元･天授5(
  1379)年8月)
1371年2月16日-09:00|日本|  ||建徳2･応安4年2月|<任命>安芸国守護｢今川貞世｣(~元中7･康応2(1390)年)
1371年2月16日-09:00|日本|  ||建徳2･応安4年2月|<任命>九州探題｢今川貞世｣(~応永2年(1395年)8月罷免)
1371年2月16日-09:00|日本|  ||建徳2;応安4年2月|<任命>肥前国守護｢今川貞世｣(~応永2(1395)年閏7月解任)
1371年2月17日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞﾙ｣
1371年2月17日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｼｼｭﾏﾝ｣(~13950603死去)
1371年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ2世｣46歳
1371年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾛﾊﾞｰﾄ2世｣ｳｫﾙﾀｰ･ｽﾃｭｱｰﾄとﾏｰｼﾞｮﾘｰ･ﾌﾞﾙｰｽの息子(~1390041
  9死去74歳)
1371年3月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝﾇ･ﾃﾞｳﾞﾙｰ(生年1310年､ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ4世の3度目の王妃)
1371年3月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ﾛﾊﾞｰﾄ2世の息子(~1386年死去)
1371年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾆｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾓﾆｰﾉ｣｢ﾏｸｼｵ･ﾃﾞｨ･ﾄﾝｿ･ｱﾙﾍﾞﾙｹﾞｯﾃｨ｣
1371年4月9日-09:00|日本|  ||建徳2;応安4年3月23日|<譲位>北朝4代｢後光厳天皇｣⇒<践祚>緒仁親王
1371年4月14日-09:00|日本|京都府|建徳2･応安4年3月28日|<死去>丹波国守護｢山名時氏｣(69歳)⇒息子の山名氏
  清が継ぐ(~元中8年･明徳2年(1391年))
1371年4月14日-09:00|日本|島根県|建徳2･応安4年3月28日|<死去>伯耆国守護｢山名時氏｣(69歳)⇒息子の山名時
  義が継ぐ(~元中6年･康応元年(1389年)5月4日没)
1371年4月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹慶2年閏3月|ﾁｬﾝﾊﾟが昇竜を攻撃
1371年4月18日-09:00|日本|大分県|建徳2;応安4年閏3月3日|菊池武政､大友氏時を豊後竹長に戦って宮熊･佐伯2
  城を陥れる
1371年5月15日-09:00|日本|広島県廿日市市|建徳2;応安4年4月|厳島社大鳥居再興
1371年7月9日-09:00|日本|福井県小浜市|建徳2;応安4年5月26日|若狭守護方が遠敷郡野木山に布陣のところ,国
  人一揆方が玉置荘に討ち入ったため玉置河原で決戦となり,国人一揆方が敗れる
1371年8月3日-08:00|中国|  ||明･洪武4年6月22日|明､夏を滅ぼす
1371年8月10日-09:00|日本|島根県|建徳2･応安4年6月29日|<死去>明石覚一(生年1299年/僧､琵琶奏者)
1371年8月16日-09:00|日本|京都府八幡市|建徳2;応安4年7月6日|北朝が石清水八幡宮神殿を破却
1371年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯･ﾘﾆｰ伯｢｢ｷﾞｰ｣
1371年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯･ﾘﾆｰ伯｢ﾜﾚﾗﾝ3世｣(~14150412死去)
1371年8月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Waldemar2世｣
1371年8月24日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ｴﾄﾞｩｱﾙﾄ｣
1371年8月24日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<復位>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ﾗｲﾅﾙﾄ3世(ﾚｲﾅｳﾄ3世)｣(2期目~12.4死去)
1371年8月28日-09:00|日本|富山県|建徳2;応安4年7月18日|南朝方の桃井直常､越中で斯波義将に敗れる
1371年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1371年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(⇒13851201兼ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ侯⇒13861
  013兼ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ公､1388.2剥奪~13921122事故死)
1371年9月2日-09:00|日本|大分県国東市|建徳2;応安4年7月23日|今川義範､菊池武光の若党平賀新左衛門尉が田
  原氏能の分領国豊後国東郷に構えた要害を攻落し､平賀彦次郎ら3人討取る
1371年9月17日-09:00|日本|富山県|建徳2;応安4年8月8日|越中守護斯波義将が越中より南朝方(桃井直常)放逐､
  斯波義将の名声たかまる
1371年9月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢John1世｣
1371年9月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Philip1世｣(~14290702死去)
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1371年9月25日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾏﾘﾂｧ川の戦い/ｵｽﾏﾝ･ﾄﾙｺ軍が､南ｾﾙﾋﾞｱ諸国連合軍とﾏﾘﾂｧ川沿いのﾁﾙﾉﾒﾝで
  戦い､勝利
1371年9月26日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾙﾋﾞｱ共同皇帝(ﾈﾏﾆｯﾁ朝)｢ｳﾞｶｼﾝ･ﾑﾙﾆｬｳﾞﾁｪｳﾞｨｯﾁ｣ﾏﾘﾂｧの戦いで戦死/ﾈﾏ
  ﾝﾆｬ朝が滅亡
1371年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾇｯﾁｮﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼｵﾛ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝ
  ｺ｣
1371年10月9日-08:00|中国|  ||明･洪武4年9月|明､華中諸省に糧長制を施行
1371年11月22日-09:00|日本|  ||建徳2;応安4年10月15日|上杉能憲､鎌倉に報恩寺を創建
1371年12月3日-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱはｾﾙﾋﾞｱの一部(~1377年)
1371年12月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾃｯｻﾘｱ皇帝｢ｼﾒｵﾝ･ｳﾛｼｭ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(生年生年未詳/元ｲﾋﾟﾛｽ専制公)
1371年12月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ﾗｲﾅﾙﾄ3世(ﾚｲﾅｳﾄ3世)｣
1371年12月12日-09:00|日本|大阪府大阪市平野区|建徳2;応安4年11月5日|幕府軍は､河内国瓜破城を攻城中だっ
  た南朝軍に勝利､南朝の湯浅党は100余人の戦死者を出した
1371年12月31日-09:00|日本|佐賀県|建徳2;応安4年11月24日|今川軍､塚崎西山村白木砦を攻め取る
1372年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Gapi Baguna1世｣(~1377年)
1372年-08:00|中国/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島から明朝へ､朝貢使節が派遣
1372年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｳﾝ･ﾑｱﾝ(ｻｰﾑｾｰﾝ･ﾀｲ)王｣(~1416年死去)
1372年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<退位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ﾌｧｰ･ｸﾞﾑ(ﾌｧｰﾗｰﾄｰﾗﾆｰ)王｣
1372年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｳﾙｽ･ﾊﾝ｣(~1374年)
1372年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Kavus1世｣
1372年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Hushang1世｣(~1382年死去)
1372年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ﾀﾞﾆﾗ｣(~1378年)
1372年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｵﾚｰｸﾞ2世ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ｣(~1402年)
1372年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾈﾜﾔ･ｸﾚｽﾄｽ｣
1372年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾃﾞｨ･ｱﾘ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1372年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾈｳﾞｧﾔ･ﾏﾘｱﾑ･ﾈﾜﾔ･ｸﾚｽﾄｽ｣(~1382年死去)
1372年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾅｼﾞｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻﾗｰ･ｱﾙﾃﾞｨﾝ｣ｱﾙﾏﾃﾞｨ･ｱﾘの息子(~13911102死去)
1372年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1374年)
1372年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ大公(ﾌﾞﾘｬﾝｽｸ公)｢"ﾄﾞﾐﾄﾘｰ" ｶﾘﾌﾞﾀｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1393
  年)
1372年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛﾜ伯｢ﾙｲ3世｣
1372年-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ領ﾏﾙﾀ副総督｢Guglielmo Murina｣(~1399年)
1372年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗ･ｾｰﾁｰ｣(~1373年)
1372年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢John2世｣(~1381年死去)
1372年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ7世｣(~1394年)
1372年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯国(ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞ家)ｵｯﾄｰﾈ3世(~1378年)
1372年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ4世｣ｳｪｰﾙｽﾞ公ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ黒太子｣
1372年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<復位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ3世｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世(~13770621死去)
1372年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<復位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾝﾑｰ2世｣(~1383年)
1372年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはｱｸｲﾚｲｱ総主教区の一部(~1377年)
1372年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣先代の甥(~1390年死去)
1372年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ｽｳﾞｪｲﾝｿﾝ｣(~1387年)
1372年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Ralph de Harmesthrope｣(~1373年)
1372年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｰﾙｽﾞ公｢ｵｳｪｲﾝ･ｱﾌﾟ･ﾄｰﾏｽ･ｱﾌﾟ･ﾛﾄﾞﾘ｣(~1378年)
1372年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾙ=ｱｯﾊﾞｽ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1374年)
1372年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢Thomas Fleming｣(~1382年死去)
1372年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世は､百年戦争でﾌﾗﾝｽと戦うｲｷﾞﾘｽと同盟し､ｶｽﾃｨﾘｱと戦いを交
  えた
1372年1月5日-09:00|日本|兵庫県|建徳2･応安4年11月29日|<死去>播磨･備前国守護｢赤松則祐｣子の義則が継ぐ(
  ~応永34(1427)年9月21日死去)
1372年2月5日-09:00|日本|  ||建徳3･応安5年|二条良基｢連歌新式｣を撰ぶ
1372年2月6日-09:00|日本|  ||建徳3･応安5年|<交替>阿波国守護｢細川頼之｣⇒弟の｢細川頼有｣(~天授5･永和5(1
  379)年)
1372年2月6日-09:00|日本|  ||建徳3･応安5年|<交替>伊勢･志摩国守護｢細川頼之｣⇒｢細川満之｣(~天授2･永和2(
  1376)年)
1372年2月6日-09:00|日本|  ||建徳3･応安5年|<任命>(南朝)豊後国守護｢大友氏継｣(~天授2･永和2(1376)年)
1372年2月6日-09:00|日本|  ||建徳3･応安5年|<任命>但馬国守護｢山名師義｣(~天授2･永和2年3月11日(13760331
  )死去)
1372年2月6日-09:00|日本|  ||建徳3･応安5年|<任命>飛騨国守護｢京極高秀｣(~天授5･康暦元(1379)年2月解任)
1372年2月6日-09:00|韓国/日本|  ||高麗･洪武5年;建徳3年|倭･白州･順天･鎮溟倉･江陵府･安辺咸州に寇す
1372年2月6日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建徳3･文中元;応安5年|この年､鎌倉宝戒寺の惟賢和尚座像できる
1372年2月8日-09:00|日本|大分県大分市|建徳3;応安5年1月3日|(前年8月6日~)今川了俊の子義範が高崎城に入
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  ると菊池武光は伊倉宮を奉じて百余度も城を攻めたが陥落させることはできず高崎城の攻囲を解き､大宰府に
  退く
1372年3月15日-09:00|日本|福岡県北九州市八幡西区|建徳3;応安5年2月10日|今川貞世､筑前多良倉､鷹見嶽城を
  落とす/少弐､大内も北軍として参加
1372年3月18日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|建徳3;応安5年2月13日|菊池武政､今川仲秋を烏帽子嶽に襲う.深堀時
  弘､龍造寺熊龍丸らが防ぐ
1372年3月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｵｯﾄｰﾈ3世｣ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ2世の長男(~13781216)
1372年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ6世｣
1372年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ7世｣(~1391年死去)､｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣(~143104
  05死去)
1372年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺﾙﾍﾞｯﾛ･ﾃﾞｨ･ｳﾞｨｰﾀ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾐﾆｮｰﾈ･ﾊﾞｳﾄ｣
1372年4月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｷﾙﾃﾞｱ伯ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~7.16)
1372年4月17日-09:00|日本|  ||建徳3;応安5年3月13日|<死去>頓阿(84歳､生年1289年/僧､歌人)
1372年4月17日-09:00|日本|京都府京都市西京区|建徳3;応安5年3月13日|西山善峰寺が炎上
1372年5月2日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Edmund Rose卿｣(⇒13731120
  守護者~1374年)
1372年5月4日-09:00|日本|  ||文中元;応安5年4月|南朝が｢文中｣に改元
1372年6月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島ﾌﾗﾝｽ司令官｢Yvon de Galles｣(~1372.7)
1372年6月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳｪｰﾙｽﾞのｵｰｳｪが率いるﾌﾗﾝｽの有給ｱﾗｺﾞﾝ傭兵がｶﾞｰﾝｼﾞｰ島を占領(~7月)
1372年6月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ(ｵﾌﾞ･ｺﾞｰﾝﾄ)｣⇒初代ﾗﾝｶｽﾀｰ公(⇒13900302兼ｱｷﾃｰﾇ公~13
  990203死去)
1372年6月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｬﾝ4世｣ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(~13991101死去)
1372年6月22日-09:00|日本|静岡県富士市|文中元;応安5年5月21日|上杉中務少輔禅助､福王寺(今泉水ﾉ上)を善
  得寺と改称
1372年6月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽが､ｶｽﾃｨﾘｬ海軍の助けでﾗ･ﾛｼｪﾙの海戦でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ海軍を破る
1372年7月12日-09:00|日本|  ||建徳3;応安5年6月11日|<死去>冷泉為秀(生年生年未詳/公卿､歌人)
1372年7月16日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾞ･ｱｼｭﾄﾝ卿｣(~13731202)
1372年8月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||｢ﾌﾗﾝｽ軍｣の総指揮官ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾃﾞｭ･ｹﾞｸﾗﾝ､北ｱｷﾃｰﾇのﾎﾟﾜﾃｨｴ(ﾌﾗﾝｽ西部)に入
  城
1372年8月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｶｼﾞﾐｰﾙ3世｣
1372年8月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｼｭｳﾞｨｴﾝﾄﾎﾞﾙ3世｣(~14130621死去)､｢ﾎﾞｷﾞｽﾗ
  ﾌ7世年長公｣(~1404年死去)
1372年8月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢Ralph Stafford｣
1372年8月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢Hugh Stafford｣(~13861016死去)
1372年9月1日-09:00|日本|福岡県太宰府市|文中元;応安5年8月4日|今川仲秋､綾部を出陣し酒見城を攻めている
  菊地肥前守武安を破り､大宰府有智山城に退いた菊地武安を追って筑前に入り今川了俊に合流
1372年9月7日-09:00|日本|福岡県筑紫野市|文中元;応安5年8月10日|今川了俊､天拝城菊地武安を攻落す/筑前大
  野城主大野式部大輔乗資､2日市峯畑に討死
1372年9月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾗﾝｽ軍｣､ﾌﾗﾝｽ西部の｢ﾗ･ﾛｼｪﾙ沖の戦い｣で｢ｶｽﾃｨｰﾘｬ艦隊｣の協力によりｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ
  海軍を破る/｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｣ｼﾞｬﾝ4世はｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに亡命/ﾌﾗﾝｽ軍の総指揮官ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾃﾞｭ･ｹﾞｸﾗﾝはﾌﾗﾝｽ北西部ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ
  全土を制圧
1372年9月8日-09:00|日本|福岡県太宰府市|文中元;応安5年8月11日|今川了俊､大宰府有智山城攻落す
1372年9月9日-09:00|日本|福岡県太宰府市|文中元;応安5年8月12日|幕将の今川貞世によって大宰府が陥落して
  懐良親王が落ち延び､ここに南朝主戦派の望みは完全に絶たれた
1372年9月19日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|文中元;応安5年8月22日|法隆寺地蔵堂できる
1372年9月19日-09:00|日本|福岡県福岡市|文中元;応安5年8月22日|今川了俊が周布士心を派遣して豊前国鷲尾
  城攻落とさせる
1372年9月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ﾔﾝ1世ｽﾎﾗｽﾃｨｸ｣
1372年9月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ﾔﾝ2世｣(~13760219死去)
1372年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲﾑﾚ･ﾗｸﾌｨ･ｹﾚｹｶﾞｼﾞｰ｣(~1375年5月死去)
1372年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾘｸﾞｯﾁｮ｣｢ﾏﾙﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｹﾞﾛｰﾛ･ﾋﾟｽﾄﾙｼﾞ｣
1372年11月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹慶3年10月14日|<譲位>陳朝(大越)皇帝｢芸宗｣
1372年11月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹慶3年10月14日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢睿宗｣(~13770304(隆慶5年1月2
  4日)死去)
1372年12月13日-09:00|日本|  ||文中元;応安5年11月18日|幕府が諸社神人の濫訴を禁制
1373年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾄﾏｰ･ｻｵｸ｣(~1393年)
1373年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･大治3年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Parican(Ba Phat)｣(~1397年)
1373年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Qutub'd-Din｣(~1389年)
1373年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｶﾞﾝﾎﾟﾗ王国国王｢Bhuvanaikabahu5世｣(~1391年)
1373年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙがﾎﾗｽﾞﾑを制圧
1373年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ4世｣
1373年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ6世｣
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1373年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ(ﾅﾎﾟﾘ女王)｣(~1381年)
1373年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ﾌﾚﾝﾂｪﾙ｣
1373年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~14000605暗殺された)
1373年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ侯｢ﾗｻﾞｰﾙ･ﾌﾚｰﾍﾞﾙﾔﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾂｧｰﾘ･ﾗｻﾞｰﾙ｣(~13890615､ｺｿﾎﾞの戦いでｾﾙﾋﾞｱの
  政治ｴﾘｰﾄの大半と共に殺された)
1373年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ﾔﾇｼｭ1世｣ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世の息子(~14291208死去)
1373年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Gautier Hewet卿｣
1373年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Guillaume d'Asthorp｣(~1374年)
1373年1月15日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾞｰﾀ･ﾘﾄﾗﾙ卿｢ｽﾄﾗｼﾐｰﾙ･ﾊﾞﾙｼｯﾁ｣
1373年1月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯･ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣
1373年1月24日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･降慶1年|大越･降慶と改元(-1377)
1373年1月25日-09:00|日本|  ||文中2;応安6年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢土岐義行｣⇒｢今川国泰｣⇒｢細川
  頼元｣(~1375年)
1373年1月25日-09:00|日本|  ||文中2;応安6年|<任命>肥後国守護｢今川貞世｣(~天授5･康暦1(1379)年)
1373年2月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ2世ﾗｯｸﾌｨ｣(~1376年4月)
1373年3月25日-09:00|日本|長崎県|文中2;応安6年3月1日|今川兵部大輔､肥前高来で伊佐早右近五郎を下し､さ
  らに西郷藤三郎を宇木城に攻め
1373年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ｣
1373年6月13日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝ条約が結ばれ､ｲｷﾞﾘｽとﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの同盟が成立
1373年6月21日-09:00|日本|  ||文中2･応安6年6月|<任命>紀伊国守護｢細川氏春｣(~不詳)
1373年7月23日-09:00|日本|熊本県合志市|文中2;応安6年7月3日|肥前合志にて合戦.今川了俊六万八千､菊池武
  朝五千に敗れる/北軍川尻幸明を誅す
1373年7月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯兼ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾏｸﾞﾇｽ2世首輪公｣
1373年7月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣ﾏｸﾞﾇｽ2世の息子(~1400060
  5暗殺された)
1373年8月9日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｼｬｰ｣
1373年8月9日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾗｲﾏﾝ･ｼｬｰ1世｣(~14230802死去)
1373年8月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｵｯﾄｰ7世｣
1373年8月28日-09:00|日本|大阪府河内長野市|文中2;応安6年8月10日|細川氏春を大将として正儀と赤松光範が
  南朝臨時首都の天野行宮を攻め､正儀は先鋒武将として幕軍を先導し､天野行宮は陥落､長慶天皇は逃れた/こ
  のとき､南朝軍は幕府軍に対し夜襲を仕掛け､数刻(2～6時間)の戦闘になり幕府軍は40人余りが戦死､南朝軍は
  四条隆俊以下70人余りが討ち取られた
1373年9月12日-09:00|日本|  ||文中2;応安6年8月25日|<死去>佐々木道誉(生年1296年/元若狭･近江･出雲･上総
  ･飛騨･摂津守護)
1373年9月18日-09:00|日本|京都府京都市|文中2;応安6年9月2日|京都に大風が襲う/内裏･醍醐寺など社殿堂の
  多くが損壊
1373年9月21日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾊﾝｶﾞﾘｰとの有利な和平
1373年9月22日-09:00|日本|長崎県雲仙市|文中2;応安6年9月6日|今川了俊･太宰右衛門佐頼泰､千々岩に到り浜
  手に於いて､宮方に打ち勝ち柏崎に陣
1373年10月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾗﾙﾌ･ﾁｪｰﾝ卿｣(~11.15)
1373年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺﾛ｣｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾃﾞｨ･ﾑﾗ｣
1373年10月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧ人､ﾌｧﾏｺﾞｽﾀ(ｷﾌﾟﾛｽ島首都)を占領(~13740430)王族を捕らえる
1373年10月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ4世の息子(~1378
  1129退任)
1373年10月14日-09:00|日本|京都府京都市右京区|文中2;応安6年9月28日|天龍寺火災､仏殿、法堂、三門などが
  焼失
1373年10月22日-09:00|日本|静岡県三島市|文中2;応安6年10月6日|伊豆三島社(大宮町)炎上
1373年10月25日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文中2;応安6年10月9日|幕府が鎌倉五山の制を定める
1373年11月3日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ(生年1343年､ﾅﾊﾞﾗ王ｶﾙﾛｽ(ｼｬﾙﾙ)2世の妃)
1373年11月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ2世｣
1373年11月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｼﾞｮﾝ･ｹﾎﾟｯｸ｣(~12.3)
1373年11月20日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Edmund Rose卿｣(~1374年)
1373年12月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾆｰ｣(~13740418)
1373年12月15日-08:00|中国|  ||明･洪武6年閏11月|大明律令を制定し明初の諸改革を実施､胡服弁髪を廃止し
  科挙を復活
1373年12月16日-09:00|日本|京都府京都市|文中2;応安6年11月3日|賀茂社が火災となり神宮寺経蔵､鐘楼などが
  焼失
1374年-09:00|韓国/日本|  ||恭愍王23年|倭･木尾島･紫燕島･江陵･安州･密州を寇す
1374年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｳﾝ･ﾑｱﾝ(ｻｰﾑｾｰﾝ･ﾀｲ)王｣(~1417年)
1374年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾊｯｼﾞ･ﾁｪﾙｹｽ｣(~1375年)
1374年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Abdullah1世 Dhammaru Aadheettha｣Khadijahの2番目の夫(~1
  376年暗殺される)
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1374年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<退位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝｢Sultana Khadijah Raadha Abaarana｣
1374年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｵ5世｣(~1375年)
1374年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第3代国王｢ﾊｻﾝ｣(~同年)⇒第4代国王｢ﾌｻｲﾝ1世｣ｳｳﾞｧｲｽ1世の子(~138
  2年)
1374年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>黒羊朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾊﾞｲﾗﾑ･ﾎｼﾞｬ｣(~1378年)
1374年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾙﾀの領主｢ﾍﾟﾃﾙ･ﾛｼｬ｣
1374年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｱﾙﾀの領主｢ｷﾞﾝ･ﾌﾞｱ･ｼｭﾊﾟﾀ｣(~13991029死去)
1374年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~1376年)
1374年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ主任執政官｢ﾎﾞｰ･ﾖﾝｿﾝ･ｸﾞﾘｯﾌﾟ｣事実上ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞに対する自律
  的な支配権を獲得(~13860820)
1374年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｳﾞｫﾝ6世｣(~1375年､ﾏﾑﾙｰｸによる占領)
1374年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗ･ｾｰﾁｰ｣(~1380年)
1374年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ4世｣ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世の息子(~14260121死去)
1374年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｸﾞﾗﾅﾀﾞ首長国の一部
1374年 00:00|ﾏﾘ|  |||<死去>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Mari Diata2世｣
1374年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾏｰ女伯｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ｣(~1391年死去)
1374年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Jean Coke｣(2期目)
1374年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾘ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣先代の甥(~1390年死去)
1374年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾏﾝｻ･ﾑｰｻ2世｣(~1387年)
1374年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||この頃､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人がｻﾝ･ﾄﾒ島を占領
1374年1月10日-09:00|日本|福岡県みやま市|文中2;応安6年11月28日|大友親世､肥後を侵し､竹井原にて菊池方
  合志隆敏に敗れる
1374年2月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾛﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ｼﾞｭｲｲ｣(~1376年)
1374年2月12日-09:00|日本|  ||文中3;応安7年|<交替>摂津国守護｢赤松光範｣⇒｢細川頼元｣(~天授5･康暦元(137
  9)年閏4月14日)
1374年3月12日-09:00|日本|  ||文中3;応安7年1月29日|<死去>北朝4代｢後光厳天皇｣/37歳(誕生:延元3･建武5(1
  338)0302)
1374年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾃﾞｨ･ﾅﾝﾇ｣｢ｸﾞｲﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1374年4月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ｳｨﾝｻﾞｰ卿｣(~13760620)､代行｢ｼﾞｮﾝ･ｹﾎ
  ﾟｯｸ｣(~13751031)
1374年4月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ5世大公｣
1374年4月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ｶｼﾞﾐｰﾙ4世｣(~13770102死去)
1374年4月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ﾌｧﾏｸﾞｽﾀ条約によりｼﾞｪﾉｳﾞｧのｷﾌﾟﾛｽ所有(批准13741021~14640106)
1374年6月15日-09:00|日本|山口県|文中3;応安7年5月5日|筑紫探題今川了俊､長門で菊池武朝に敗れる/合志定
  実･御船盛安･岩野･鹿子･本牧･藤井･詫間･本庄･中村･沢江･五條は今川方に降る
1374年6月30日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<死去>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾛﾑﾍﾞﾙｸ｣
1374年7月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Henry4世｣
1374年7月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Otto3世｣(~14040227死去)
1374年7月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,英国(複数)派遣
1374年7月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾄﾗﾙｶ(生年1304年/ｲﾀﾘｱの詩人､学者､人文主義者)
1374年7月24日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文中3;応安7年6月15日|(~17日)大和結崎座の観阿弥･世阿弥父
  子が京都の今熊野神社で将軍･足利義満の前で猿楽公演
1374年7月29日-09:00|日本|滋賀県大津市|文中3;応安7年6月20日|延暦寺が神輿修造の延滞を訴え､日吉･祇園･
  北野の神人とともに神輿六基を奉じて二度目の強訴
1374年8月9日-09:00|日本|  ||文中3;応安7年7月|懐良親王､征西将軍の職を良成親王に譲る
1374年8月12日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Thomas de Beauchamp｣(~1376
  年)
1374年9月11日-09:00|日本|長崎県諫早市|文中3;応安7年8月5日|今川了俊､宇木城(有喜町)攻落す
1374年9月25日-09:00|日本|京都府京都市右京区|文中3;応安7年8月19日|幕府･天竜寺を造営
1374年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾘｸﾞｯﾁｮ｣｢ｺﾞｯﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ﾑｯﾁｮﾘｰﾉ｣
1374年10月6日-09:00|日本|  ||文中3･応安7年9月|<任命>長門国守護｢大内義弘｣(~応永6(1399)年12月21日死去
  )
1374年10月11日-09:00|日本|大分県豊後高田市|文中3;応安7年9月6日|豊前城井の田原氏能､豊後北浦辺花嶽城
  を攻め破る
1374年10月22日-09:00|日本|福岡県久留米市|文中3;応安7年9月17日|菊池武朝が高良山の陣を撤収し肥後に帰
  る
1374年10月23日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾖﾊﾈｽ4世ﾌｫﾝ･ﾂｨｰﾃﾝ｣(~13930924)
1374年10月27日-09:00|朝鮮|  ||高麗･洪武7年9月22日|<死去>高麗王｢恭愍王｣殺害される
1374年10月30日-09:00|朝鮮|  ||高麗･洪武7年9月25日|<即位>高麗王｢王ｳ(前廃王)｣(~13880712退位)
1374年10月30日-09:00|日本|福岡県北九州市|文中3;応安7年9月25日|蒲原氏兼､豊前城井高畑城落城させる
1374年11月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣
1374年11月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ｼﾞｬｯｸ･ﾃﾞ･ﾎﾞｰ｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世の甥(~13830717死去)
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1374年12月1日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>元ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾏｸﾞﾇｽ4世｣58才
1374年12月15日-09:00|日本|福岡県久留米市|文中3;応安7年11月12日|今川義範､筑後川水縄村石垣城に打ち入
  り､水縄山の宮方を破る
1374年12月19日-09:00|日本|福岡県八女市|文中3;応安7年11月16日|今川義範､八女郡黒木城衆を降参させる
1374年12月26日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文中3;応安7年11月23日|鎌倉円覚寺､火災で全山焼失.続灯庵では
  13名の焼死者を出す.仏満禅師の提唱語句亡失
1374年12月28日-09:00|日本|熊本県熊本市|文中3;応安7年11月25日|田原氏能･三河義匡ら､肥後小島に戦い､目
  野で千田･山本の南軍を走らせる
1374年12月29日-09:00|日本|熊本県熊本市|文中3;応安7年11月26日|今川軍が肥後小島城を陥る
1375年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<復位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾎﾞﾗｸ｣(2期目~同
  年)⇒｢Ghiyath-ud-din Khaqan Beg Khan Aybak｣(~1377年)
1375年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾏﾄｳﾞｪｲ｣(~1377年)
1375年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国がﾏﾑﾙｰｸ朝に滅ぼされる
1375年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾘ･ﾋﾞﾝ･ｱｼﾞｭﾗﾝ｣(~1394年)
1375年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾗｼｭｸ｣
1375年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ2世ﾑｻｯﾄ｣(~1391年12月没)
1375年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ｴｯﾍﾟﾝﾊｳｾﾞﾝ｣(~1379年)
1375年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<設立>ｱﾄｽに聖ﾃﾞｨｵﾆｭｼｵｽ修道院
1375年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｳﾞｫﾝ6世｣ﾏﾑﾙｰｸにより占領される
1375年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｹﾞﾙﾐﾔﾝ侯国とﾊﾐﾄﾞ侯国を併合
1375年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾀﾙｰﾆｬで海図を作成､最古の地中海地図となる
1375年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｻﾝ･ﾎﾞﾙﾄﾞとｺﾙﾌﾟｽ･ﾄﾞﾐｰﾆ､両教会建立
1375年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗｸ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾊﾞﾋﾞﾛﾆｱのｽﾙﾀﾝと通商協定
1375年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王(請求者)｢ﾄｲﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ﾏｵﾙ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾐｭｱﾁｬﾙﾀｯﾊ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝとｴｱﾀﾞｵｲﾝ･ﾆ
  ｯｸ･ｺﾞﾙﾒｲﾝの息子(~1398年没)
1375年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞがｾｽﾏﾘｱｼｭ法を制定
1375年1月3日-09:00|日本|愛知県一宮市|文中3;応安7年12月|呑光寺快寿房､尾張国石刀大明神に懸仏を施入
1375年1月9日-09:00|日本|熊本県熊本市|文中3;応安7年12月7日|田原氏能･大友義匡､肥後国小鳥村の宮方の城
  を破り､肥後国日野陣に打ち寄せ､千田山本以下の宮方を退ける
1375年1月12日-09:00|日本|  ||文中3;応安7年12月10日|近江守護代儀俄元奇は遠江に､前参議平行平は美濃に､
  僧光済は播磨に､宗録は備中に流罪
1375年1月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢James4世｣
1375年1月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾖﾙｶ王(僭称)･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ｲｻﾞﾍﾞﾗ｣(~1403年ｱﾗｺﾞﾝ王に統合)
1375年1月30日-09:00|日本|  ||文中3年12月28日|<即位>北朝5代｢後円融天皇｣緒仁親王(~13820411)
1375年2月2日-09:00|日本|  ||文中4;応安8年|<交替>羽州探題｢最上兼頼｣引退⇒嫡男の｢最上直家｣(~応永17(14
  10)年1月6日死去)
1375年2月2日-09:00|日本|  ||文中4;応安8年|<交替>丹後国守護｢山名師義｣退任⇒｢山名義幸｣(~天授7･康暦3(1
  381)年)
1375年2月2日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|文中4･応安8年|法隆寺護摩堂弘法大師坐像(慶秀)できる
1375年2月2日-09:00|日本|福井県坂井市|文中4･応安8年|叡憲上人によって瀧谷寺創建
1375年2月9日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文中4;応安8年1月8日|吉祥寺開山中巖円月､京都建仁寺にて｢中
  巖円月自歴譜｣著述中に没する
1375年2月27日-09:00|日本|  ||文中4;応安8年1月26日|<任命>豊前国守護｢今川貞世｣(~天授3･永和3(1377)年)
1375年3月11日-09:00|日本|滋賀県大津市|文中4;応安8年2月9日|延暦寺の僧房が焼ける
1375年3月29日-09:00|日本|  ||文中4;永和元年2月27日|北朝が｢永和｣に改元
1375年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞ
  ｱﾝｺ｣
1375年4月2日-08:00|中国|  ||明･洪武8年3月|明で大明宝鈔の発行開始
1375年4月4日-09:00|日本|福岡県福岡市|文中4;永和元年3月3日|今川了俊･大内義弘､筑前世振山の戦いで菊池
  武照･松浦･千葉･詫間武元と合戦｡合志定実が北軍に降り菊池ら肥後に退く.井伊奥山遠江守直朝討死
1375年4月13日-02:00|ﾄﾙｺ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｷﾘｷｱのｱﾙﾒﾆｱ王国がﾏﾑﾙｰｸに滅ぼされる
1375年4月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1375年4月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~13891230死去)
1375年4月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第2代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣
1375年4月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第3代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑｼﾞｬｰﾋﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~13780416)
1375年5月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ｼﾞｬｶﾌﾞ･ｼｪﾍﾟｼ｣(~7月)
1375年5月2日-09:00|日本|  ||文中4;永和元年4月|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢山名時義｣(~同年)
1375年5月8日-09:00|日本|  ||文中4;永和元年4月7日|少弐冬資､南朝に降り､本領安堵し､探題に補する綸旨を
  賜る
1375年5月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公兼下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公｢ｼｭﾃﾌｧﾝ2世｣
1375年5月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公｢ｼｭﾃﾌｧﾝ3世｣ｼｭﾃﾌｧﾝ2世の長男(⇒1392年上ﾊﾞ
  ｲｴﾙﾝ=ｲﾝｺﾞﾙｼｭﾀｯﾄ公~14130926死去)､｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣ｼｭﾃﾌｧﾝ2世の次男(~13931204死去)､｢ﾖﾊﾝ2世｣ｼｭﾃﾌｧﾝ2世の3男(⇒
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  1392年上ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾐｭﾝﾍﾝ公~1397年死去)
1375年5月14日-09:00|日本|愛媛県西条市|文中4;永和元年4月13日|僧重善ら､桑村郡興隆寺本堂を再建
1375年5月31日-09:00|日本|  ||永和1;天授1年5月|<任命>(南朝)征西大将軍｢良成親王｣(~1392年)
1375年5月31日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･宣光5年5月|北元のｱﾕﾙｼﾘﾀﾞﾗ､金山(ｱﾙﾀｲ山脈)にうつる
1375年6月26日-09:00|日本|  ||天授元;永和元年5月27日|南朝が｢天授｣に改元
1375年6月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞﾙｰｼﾞｭの和約が結ばれ､ﾌﾗﾝｽ内のｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ領が大幅に狭められる
1375年7月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｶﾞﾗｲ｣(~1385年9月)
1375年7月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世､ﾍﾞﾙｷﾞｰ北西部のﾌﾞﾘｭｯﾍ(ﾌﾞﾘｭｰｼﾞｭ)でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王と2年間
  の｢休戦協定｣を結ぶ
1375年7月12日-09:00|日本|  ||永和1;天授1年6月13日|<任命>(南朝)日向国守護｢阿蘇惟武｣(~天授3･永和3(137
  7)年)
1375年7月14日-09:00|日本|  ||永和1;天授1年6月15日|<任命>(南朝)伊予国守護｢河野通堯｣(⇒天授5･康暦元(1
  379)年7月､北朝伊予国守護~同年11月6日死去)大内を討たせることを謀る
1375年7月29日-09:00|日本|  ||天授元;永和元年7月1日|日食
1375年8月-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾍﾝﾘｸ1世｣
1375年8月-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾍﾝﾘｸ･ﾔｰﾝ(ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯ﾊｲﾝﾘﾋ2世)｣(~1384年死
  去)､｢ｸﾗｳｽ(ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯ﾆｺﾗｳｽ)｣弟(~1386年)共同統治
1375年8月28日-09:00|日本|  ||天授元;永和元年8月|<任命>紀伊国守護｢細川業秀｣(~天授4･永和4(1378)年11月
  )
1375年9月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣
1375年9月7日-09:00|日本|岡山県|天授元;永和元年8月11日|<死去>備中国守護｢渋川義行｣息子の満頼が継ぐ(⇒
  1381年半国守護~明徳4(1393)年)
1375年9月7日-09:00|日本|宮崎県|天授元;永和元年8月11日|<任命>日向国守護｢島津氏久｣(~不詳)
1375年9月21日-09:00|日本|大阪府泉佐野市|天授元;永和元年8月25日|幕府は南朝側に離反して和泉国土丸城に
  立てこもった橋本正督を攻め､南朝の和泉国土丸城が陥落､城主の正督は幕府に投降
1375年9月22日-09:00|日本|  ||天授元･永和元年8月26日|<死去>筑前国･対馬国守護｢少弐冬資｣今川了俊が陣中
  に招いて宴を張り､その宴中で了俊の弟仲秋により刺殺される(水島の変)
1375年9月22日-09:00|日本|  ||天授元;永和元年8月26日|<任命>(南朝)筑前国守護｢少弐頼澄｣(~同年)
1375年9月24日-09:00|日本|  ||天授元;永和元年8月28日|<任命>筑後国守護｢島津氏久｣(~同年)⇒｢今川貞世｣(~
  応永2(1395)年閏7月)
1375年9月24日-09:00|日本|  ||天授元;永和元年8月28日|<任命>筑前国守護｢今川貞世｣(~元中4･嘉慶元(1387)
  年)
1375年9月25日-09:00|日本|熊本県菊池市|天授元;永和元年8月29日|長井貞広･宇都宮経景･日田詮永､南朝と筑
  後国山崎城に戦い討死/後藤筑前守基清･後藤美作守基縄兄弟､今川了俊に臆病武者と侮辱され水島城を攻め落
  とす｡今川了俊が助けず軍を引き上げた為､敵の残兵によって｡後藤兄弟及び一族家臣ほとんど討死/後藤基清･
  後藤基縄兄弟戦死
1375年10月12日-09:00|日本|  ||天授元･永和元年9月17日|<死去>花町宮邦省親王､皇族(生年1302年)
1375年10月20日-09:00|日本|和歌山県|天授元;永和元年9月25日|紀伊国で南朝軍が敗退､幕府の紀伊守護らが在
  田郡に攻め入り､諸城を陥落させた
1375年10月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ4世ｸﾘｽﾄﾌｧｰｾﾝ｣
1375年10月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ﾙﾝﾄﾞ大司教ﾆｰﾙｽ･ﾖﾝｿﾝ･ﾋﾞﾙﾄ｣国務院議長(~13760503)
1375年11月12日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾔﾝ･ｲﾝｼﾞﾌ(ﾖﾊﾝ･ﾊｲﾝﾘﾋ)｣
1375年11月12日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾖｰﾌﾟｽﾄ｣ﾔﾝ･ｲﾝｼﾞﾌの長男(⇒1388年兼ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯･
  ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公⇒1410年兼対立ﾛｰﾏ王~14110118死去)､｢ﾌﾟﾛｺﾌﾟ｣ﾔﾝ･ｲﾝｼﾞﾌの息子(~14050924死去)､｢ﾔﾝ･ｿﾋﾞｪｽﾗﾌ｣ﾔﾝ･
  ｲﾝｼﾞﾌの息子(~13801030退位~13941012死去)
1375年12月9日-09:00|日本|福岡県八女市|天授元;永和元年11月16日|今川了俊の兵､筑後黒木城を陥れる
1375年12月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾎﾞｯｶｯﾁｵ(誕生:1313)ｲﾀﾘｱの詩人で人文学者､｢ﾃﾞｶﾒﾛﾝ｣の著者
1376年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<死去>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Abdullah1世 Dhammaru Aadheettha｣暗殺される
1376年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝｢Sultana Khadijah Raadha Abaarana｣(3期目~1380年)
1376年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Rukn ad-Din｣(~1379年)
1376年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｾﾞｰﾉ｣(~1378年)
1376年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ1世黒候｣(~1385年死去)
1376年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｲｻｰ･ｱｯ=ｻﾞｰﾋﾙ･ﾏｼﾞﾄﾞ｣(~1406年)
1376年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ王国がｵｽﾏﾝ支配下にはいり､王女をﾑﾗﾄ1世に献上
1376年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ方伯｢ﾍﾙﾏﾝ2世碩学伯｣ﾊｲﾝﾘﾋ2世の甥(~1413年)
1376年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||ﾃﾞｭﾗｯﾂｫをﾅﾊﾞﾗ中隊が占領(~1377年)
1376年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Hugh Calvilegh卿｣(~13930423死去)
1376年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾄﾏｽ･ｵﾌﾞ･ｳｯﾄﾞｽﾄｯｸ｣(~13970908死去廃絶)
1376年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢Thomas Porteman｣(~1379年)
1376年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｰﾝｳｫｰﾙ公｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ｣ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ黒太子の子(~13770622ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世として即位)
1376年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<即位>ｱｽﾃｶ第1代国王ｱｶﾏﾋﾟﾁﾄﾘ(~1395年)
1376年1月18日-09:00|日本|  ||天授1;永和1年12月27日|<就任>北朝関白｢九条忠基｣(~康暦元年8月22日)
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1376年1月22日-09:00|日本|  ||天授2;永和2年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢畠山基国｣(~同年)
1376年1月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･降慶4年|ﾁｬﾝ･ｽﾞｪ･ﾄﾝ(陳蓉宗)がﾁｬﾝﾊﾟ攻略
1376年1月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣
1376年1月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣(~13970921死去剥奪)
1376年2月5日-09:00|日本|福岡県太宰府市|天授2;永和2年1月15日|今川了俊､大友･大内氏率い大宰府内山少弐
  越後守頼澄を攻落.少弐一族郎党7百人討死
1376年2月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ﾔﾝ2世｣
1376年2月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵｼﾌｨｴﾝﾁﾑ公｢ﾔﾝ3世｣(~14050819死去)
1376年3月31日-09:00|日本|兵庫県|建徳2;応安4年3月11日|<死去>但馬国守護｢山名師義｣弟の時義が継ぐ(~元中
  6･康応元(1389)年5月4日死去)
1376年4月10日-09:00|日本|鹿児島県|建徳2;応安4年3月21日|<死去>島津師久(生年1325年/前薩摩国守護､島津
  氏の第6代当主)
1376年5月3日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ﾉﾙｳｪｰ王ﾊｰｺﾝ6世ﾏｸﾞﾇｯｿﾝ｣(~13800912没)､｢ﾏﾙｸﾞﾚｰﾃ･ｳﾞｧﾙﾃﾞ
  ﾏﾙｽﾀﾞｯﾀｰ｣ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ4世とｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公女ﾍﾙｳﾞｨﾋの末娘(~13870803)
1376年5月3日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｵﾙﾌ2世ﾊｰｺﾝｾﾝ｣(~13870803死去16歳)
1376年5月14日-09:00|日本|  ||天授2;永和2年4月25日|大地震｡家屋倒壊多数
1376年5月18日-09:00|日本|  ||天授2;永和2年4月29日|<交替>石見国守護｢大内弘世｣⇒｢荒川詮頼｣(~康暦元･天
  授5(1379)年閏4月14日罷免)
1376年5月19日-09:00|日本|  ||天授2･永和2年5月|<交替>伊豆国守護｢上杉能憲｣⇒｢上杉憲方｣(~応永元年10月2
  4日(13941117)死去)
1376年5月31日-09:00|日本|  ||天授2;永和2年5月13日|<辞職>関東執事｢上杉能憲｣(病気のため)
1376年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾛｿﾝﾁ｣(~1391年12月)
1376年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺｰﾝｳｫｰﾙ公･11代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱﾝｼﾞｭｰ(ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ黒太子)｣45歳(誕生13
  300615)
1376年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>12代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｱﾝｼﾞｭｰ｣先代の次男(~13770622ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾘﾁｬｰﾄﾞ2
  世)
1376年6月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣ｶｰﾙ4世の子(~14000820
  廃位~14190816死去)
1376年6月18日-08:00|中国|  ||明･洪武9年6月|明で行中書省を改め全国に十三布政使司を置く
1376年6月21日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｷﾙﾃﾞｱ伯ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~9.21)
1376年7月1日-09:00|日本|長野県大町市|永和2;天授2年6月14日|仁科盛国､安曇郡仁科神明の社殿を造替し､是
  日､遷宮
1376年7月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ都市同盟が結成される
1376年7月9日-09:00|日本|  ||永和2;天授2年6月22日|寅刻､彗星丑方に見ゆ｡3尺､色白｡27日戌刻､亥方に現る｡1
  丈余｡暁に丑方に見ゆ
1376年7月19日-09:00|日本|大分県|天授2;永和2年7月3日|今川了俊･大内義弘･大内盛見･大友親世､豊後に入り
  菊地武政攻める/菊地武政先鋒河尻左衛門太郎､今川に寝返り菊地を攻めるが河尻左衛門太郎･笠原･奥山･井田
  討死
1376年7月26日-09:00|日本|熊本県八代市|天授2;永和2年7月5日|今川満範は肥後西南部に派兵｡田浦(現田浦町)
  の宮方は降参､二見(現八代市)の城を落とす
1376年8月4日-09:00|日本|京都府久世郡久御山町|天授2;永和2年7月19日|京都に土一揆起こり､山名時義の兵こ
  れを芋洗橋に攻めて敗れる
1376年8月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ4世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ﾖﾊﾈｽ5世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽとﾖﾊﾈｽ6世ｶﾝﾀｸｾﾞﾉ
  ｽの娘ﾍﾚﾈｰ･ｶﾝﾀｸｾﾞﾈの長男.反乱でｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉﾎﾟﾘｽに皇帝として入城し父と二人の弟を投獄して全権を掌握(~137
  90701退位~13850628死去)
1376年8月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ5世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(~13910216死去)
1376年8月20日-09:00|日本|佐賀県杵島郡白石町|永和2;天授2年閏7月5日|今川貞世の兵､肥前妻山城を落とす
1376年9月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ｣(生年1336年)
1376年9月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｼﾞｪﾉｳﾞｧとの最初の衝突
1376年9月21日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~13791013)
1376年9月25日-09:00|日本|  ||永和2;天授2年8月12日|<交替>薩摩国守護｢島津伊久｣⇒｢今川貞世｣(~永徳2･弘
  和2(1382)年10月)
1376年9月25日-09:00|日本|  ||永和2;天授2年8月12日|<交替>大隈国守護｢島津氏久｣⇒｢今川貞世｣(~永徳2･弘
  和2(1382)年10月)
1376年12月10日-09:00|日本|宮崎県|天授2;永和2年10月28日|相良･伊東両氏連合し､谷山南方･市来･渋谷･菱刈･
  牛屎･真幸･肝付･禰寝･櫛島･飫肥･伊東･土持の諸氏を従え守護に叛し､真幸･北郷･野々三谷を占領
1377年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Komala Pulu｣(~1432年)
1377年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｻﾝｶﾞﾏ朝)国王｢ﾊﾘﾊﾗ2世｣(~1404年)
1377年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Urus Khan｣
1377年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Toqtaqiya｣(~同年死去)
  ⇒｢Timur-Malik｣(~1378年死去)
1377年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Arab Shah Muzaffar｣(~1
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  380年)
1377年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1386年)
1377年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾀﾞﾙ･ｱﾙ･ｱｯﾊﾞｽ｣
1377年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ｲｳﾘｱﾆﾔ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞﾅ｣(~1393年)
1377年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｽｷﾙｶﾞｲﾗ(ｲｳﾞｧﾝ)｣(~1382年)
1377年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ｲｽﾏｲﾙ1世｣(~1400年)
1377年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Adil Fakhr ad-Din Sulayman1世｣(~1424年)
1377年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ･ｵﾎﾟﾙﾁｸ(~1387年)
1377年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｺﾝﾗﾄ3世｣(~14121228死去)
1377年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｼｪﾁ･ﾃﾞ･ﾌｪﾙｽｼｪﾝﾄﾞｳﾞｧ｣(3度目~1380年)
1377年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第2代ｾﾙﾋﾞｱ公｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾗｻﾞﾚｳﾞｨﾁ｣ｽﾃﾌｧﾝ･ﾗｻﾞﾚｳﾞｨﾁの子(~1427年)
1377年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾙｲ2世｣ﾅﾎﾟﾘ国王/ﾙｲ1世とﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾜの息子(~14170429死去39歳)
1377年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ市がｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国に割譲され､ｱﾙﾊﾞﾆｱ･ｳﾞｪﾈﾀの一部として統治される
  (~13920818)
1377年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国に復元
1377年-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱはｾﾙﾋﾞｱが統治(ﾌﾟﾘｼｭﾃｨﾅのｳﾞｸ･ﾌﾞﾗﾝｺｳﾞｨｯﾁ統治下のｺｿﾊﾞの一部~139
  41010)
1377年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾏｰ伯｢ﾄﾏｽ｣
1377年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾀﾞﾝｹﾙﾄﾞ司教ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ﾋﾟｰﾌﾞﾙｽﾞ｣(~1390年)
1377年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣(~13830212死去)
1377年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢Guichard d'Angle｣(~1380年死去)
1377年 00:00|ﾖｰﾛｯﾊﾟ|  |||ﾖｰﾛｯﾊﾟで印刷された｢ﾄﾗﾝﾌﾟ｣が登場
1377年1月2日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ｶｼﾞﾐｰﾙ4世｣
1377年1月2日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ=ｽﾀﾙｶﾞﾙﾄ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ8世偉大公｣(~1418
  0211死去)､｢ﾊﾞﾙﾆﾑ5世｣(~1402年死去)
1377年1月2日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ7世｣(~1394年死去)
1377年1月2日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ=ﾊﾞｰｽ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ6世隻眼公｣(⇒1393年ﾎﾟﾝﾒﾙ
  ﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公~13940613死去)
1377年1月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||教皇ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ11世が､教皇庁をﾛｰﾏに復帰させる/｢教皇のﾊﾞﾋﾞﾛﾝ捕囚｣時
  代が終結
1377年1月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ3世｣
1377年1月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾏﾘｱ｣(~14010525死去)
1377年2月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<ﾁｪｾﾞｰﾅの血浴>ｲﾀﾘｱ･ﾁｪｾﾞｰﾅに教皇領軍が侵攻し市民2000人を虐殺
1377年2月9日-09:00|日本|  ||天授3･永和3年|<交替>豊前国守護｢今川了俊｣⇒｢大内義弘｣(~応永6(1399)年12月
  21日死去)
1377年2月9日-09:00|日本|  ||天授3;永和3年|<任命>伊勢･志摩国守護｢山名五郎｣(~康暦元･天授5(1379)年閏4
  月)
1377年2月9日-09:00|日本|  ||天授3;永和3年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢山名氏清｣(~同年)
1377年2月9日-09:00|日本|  ||天授3;永和3年|<任命>相模国守護｢三浦高連｣(~応永9(1402)年)
1377年2月9日-09:00|日本|香川県綾歌郡宇多津町|永和3･天授3年|細川頼之,宇多津江(郷)照寺を再興
1377年2月9日-09:00|日本|長崎県壱岐市|永和3･天授3年|覚音寺[立石西触]の仏殿を造営
1377年2月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝ司教座聖堂でのｳｨｸﾘﾌの査問を契機にﾛﾝﾄﾞﾝ市内で暴動が発生
1377年2月21日-09:00|日本|佐賀県|天授3;永和3年1月13日|<肥前蜷打合戦>今川了俊､肥前千布･蜷打の戦いで菊
  池武朝･阿蘇惟武ら南朝軍を撃ち破る
1377年3月4日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･昌符1年1月24日|<死去>陳朝(大越)皇帝｢睿宗｣ﾁｬﾝﾊﾟ王国(占城国)国王阿
  答阿者の親征で敗死
1377年3月4日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･昌符1年1月24日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢廃帝｣(~1388年(昌符12年)捕えら
  れる)昌符と改元(~1388年)
1377年3月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･宣光7年2月|高麗,北元宣光年号を始める
1377年3月10日-09:00|日本|宮崎県都城市|天授3;永和3年2月1日|島津氏久､満範を簑原に撃破し､相良頼氏･伊東
  祐基･渋谷右馬助らを斬る
1377年3月11日-09:00|日本|宮崎県都城市|天授3;永和3年2月2日|島津氏久､満範と簑原で戦い敗れる
1377年3月15日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾗ=ｱﾄﾞ-ﾃﾞｨﾝ･ｱﾘ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ｱｼｭﾗﾌ･ｼｬﾊ
  ﾞﾝ｣(~13810519死去)
1377年3月27日-09:00|日本|京都府京都市|天授3;永和3年2月18日|京都火災､北小路室町付近で出火､柳原第(持
  明院室町)､仙洞御所､花御所(崇光院御所)､菊亭(北小路柳ヶ辻)､御霊社など焼亡
1377年4月9日-09:00|日本|宮崎県都城市|天授3;永和3年3月1日|日向都城北郷誼久､島津久氏の財部に至るを聞
  き､今川満範を攻めて敗れる/島津久氏､北郷誼久を助け､今川満範を蓑原に破り､相良頼氏･伊東佑基･渋谷右馬
  助討死
1377年4月10日-09:00|日本|宮崎県都城市|天授3;永和3年3月2日|島津久氏､今川満範を蓑原に攻め敗れ､本田重
  親討死
1377年4月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ﾏｼｮｰ(生年1300年頃/ﾌﾗﾝｽの作曲家､詩人)
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1377年4月13日-09:00|日本|福島県会津若松市|天授3;永和3年3月5日|会津実成寺両尊造立
1377年5月2日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公･ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｽ｣
1377年5月2日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｮｶﾞｲﾗ｣ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｽの子(1回目~13810810､ｹｽﾄｩﾃｨｽに退位させ
  られる)､｢ｹｽﾄｩﾃｨｽ｣(2回目~13820803､ｼﾞｮｶﾞｲﾗに捕われ､殺害された)
1377年5月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Hugh de Courtenay｣
1377年5月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Edward de Courtenay"The Blind"｣(~14191205死去)
1377年5月16日-09:00|日本|  ||永和3･天授3年4月9日|<死去>承胤法親王､法親王(生年1317年)
1377年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ都市同盟が､ｶｰﾙ4世軍を破る(ﾛｲﾄﾘﾝｹﾞﾝの戦い)
1377年5月24日-09:00|日本|  ||天授3;永和3年4月17日|<任命>関東管領｢上杉憲春(山内)｣(~天授5･康暦元(1379
  )年3月7日死去)
1377年6月7日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･宣光7年5月|李成桂､智異山で倭寇を撃破
1377年6月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世｣兼ｱｷﾃｰﾇ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ3世｣64歳(誕生13121
  113)ｶﾞｰﾀｰ勲章を制定した
1377年6月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ2世｣ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ黒太子とｼﾞｮｰﾝ･ｵﾌﾞ･ｹﾝﾄの男子(~
  13990929退位~14000214死去33歳)兼ｱｷﾃｰﾇ公｢ﾘｼｬｰﾙ2世｣(~1390年)
1377年7月6日-09:00|日本|富山県|天授3;永和3年6月|越中の守護代が国人と争い細川頼之の所領を焼き払う
1377年7月6日-09:00|日本|京都府京都市南区|天授3;永和3年6月1日|京都の吉祥院が焼失
1377年7月6日-09:00|日本|福岡県筑紫野市|天授3;永和3年6月1日|筑前国安楽寺が炎上
1377年7月15日-09:00|日本|熊本県山鹿市|天授3;永和3年6月10日|今川義範､肥後に入り志々木原に陣す/菊池武
  朝､これと戦い大いに破り､進んで大津山関に陣す
1377年7月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣(~1405年私権剥奪)
1377年7月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞで､国王が未成年のため評議会による統治が始まる
1377年7月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ3世｣兼ｱﾃﾈ公｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世｣
1377年7月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾏﾘｱ｣ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ3世の妻(~1401年)兼ｱﾃﾈ公(~1388年)
1377年9月10日-09:00|日本|京都府京都市|天授3;永和3年8月7日|綾小路富小路より失火､京極-猪熊､四条-六条
  坊門間延焼
1377年9月15日-09:00|日本|熊本県玉名郡南関町|天授3;永和3年8月12日|今川了俊･大内義弘､菊地武朝との肥後
  国臼間野･大水山関の戦いで､稙田宮･菊地武義･菊地武安･阿蘇惟武ら百人討取る
1377年9月28日-09:00|日本|熊本県菊池市|天授3;永和3年8月25日|菊地武興､今川仲秋･大内･毛利軍と合志郡板
  井原に戦い隈本に走らす
1377年10月3日-09:00|日本|  ||天授3;永和3年9月|<交替>近江国守護｢京極高詮｣解任⇒｢六角満高｣(~応永17(14
  11)年12月21日解任)
1377年10月3日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||天授3;永和3年9月|高麗の使節･鄭夢周が来朝し､倭寇禁圧を請う
1377年10月3日-09:00|日本|鹿児島県|天授3;永和3年9月|島津氏久･伊久が北朝へ降伏
1377年10月3日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|天授3;永和3年9月|本田氏親､大隅姫木･清水両城の北党を攻落
1377年10月12日-09:00|日本|京都府京都市|天授3;永和3年9月10日|<死去>南朝の皇族･興良親王(後醍醐天皇の
  孫)､京に於いて/41歳
1377年10月24日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾌｱﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ｣(~1396年没)
1377年10月26日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<即位>ﾎﾞｽﾆｱ王｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾄｳﾞﾙﾄｺ1世｣(~13910310)
1377年10月26日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||ﾎﾞｽﾆｱ王国､ﾊﾝｶﾞﾘｰから独立
1377年11月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･宣光7年10月|高麗の崔茂宣が火薬の製造に成功(火桶都監)
1377年12月2日-09:00|日本|  ||天授3;永和3年11月1日|日食
1377年12月3日-09:00|日本|和歌山県|天授3;永和3年11月2日|橋本正督は再び北朝から寝返って紀伊国で蜂起し
  ､細川頼之の親族細川業秀を攻めた
1377年12月18日-09:00|日本|和歌山県|天授3;永和3年11月17日|橋本正督は細川頼基らと戦ったが敗退､夜には
  撤退
1377年12月30日-09:00|日本|京都府京都市|天授3;永和3年11月29日|臨川寺火災
1378年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾅﾗｼﾝﾊ･ﾃﾞｰｳﾞｧ4世｣(~1424年)
1378年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Timur-Malik｣
1378年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Tokhtamysh Khan｣(~1397
  年)
1378年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1430年)
1378年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｸﾘｺｳﾞｫの戦いでﾓｽｸﾜ侯がｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾊﾝ国を破る
1378年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Malik Pir Ahmad｣(~1408年)
1378年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Azod al-Dawla Qobad｣(~1379年)
1378年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>黒羊朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶﾗ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1388年)
1378年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱｼﾞｭﾗﾝ｣共同統治(~13861224)
1378年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣(~1381年)
1378年-02:00|ﾄﾙｺ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>白羊朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶﾗ･ﾕﾙｸ･ｵｽﾏﾝ｣建国(~1435年)
1378年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Ibrahim･ﾍﾞｲ｣(~1383年)
1378年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ｷｹﾞﾘ1世ﾑｺﾊﾞﾝﾔ｣(~1418年)
1378年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Frederick2世｣(~1396年)､｢Henry3世｣(~1389年)
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1378年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ3世｣(~1381年)
1378年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ｼﾞｮﾝ2世｣(~1424年死去)
1378年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ｳﾞｪﾝﾁｪｽﾞﾗｵ1世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝.ｶﾙﾛ4世の次男(~1410年)
1378年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨﾚﾝﾂｪで羊毛工業の職工(ﾁｵﾝﾋﾟ)が反乱
1378年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Henri Rider｣(~1382年)
1378年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾌﾞｶﾙ･ｿﾞﾝｺ｣(~1386年)
1378年1月11日-09:00|日本|  ||天授3;永和3年12月12日|幕府が､大山崎神人の要請により堺の住民が荏胡麻の
  売買をすることを停止
1378年1月12日-09:00|日本|愛知県知立市|天授3;永和3年12月13日|三河国知立宮の社殿建立
1378年1月13日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾞｰﾀ･ﾘﾄﾗﾙ卿｢ｼﾞｭﾗｼﾞ1世ﾊﾞﾙｼｯﾁ｣
1378年1月30日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年|<引退>越後国守護｢上杉憲栄｣
1378年1月30日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年|<任命>壱岐国守護｢今川貞世｣(~応永2(1395)年閏7月解任)
1378年1月30日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢今川泰範｣(~同年11月)
1378年1月30日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年|<任命>対馬国守護｢宗澄茂｣(~明徳3･元中9(1392)年3月)
1378年1月30日-09:00|日本|京都府京都市北区|天授4;永和4年|京都妙覚寺できる
1378年1月30日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|天授4;永和4年|京都妙顕寺3世朗源､妙祐山宗林寺(沓谷)開基
1378年1月30日-09:00|日本|和歌山県日高郡日高町|天授4;永和4年|紀伊国道成寺本堂できる
1378年1月30日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||明が興安嶺の東部にｳﾘｬﾝﾊｲ三衛を設置
1378年2月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ(生年1338年､ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世の王妃)
1378年2月18日-09:00|日本|和歌山県|天授4;永和4年1月20日|紀伊の南軍が守護細川氏春を淡路に追う
1378年3月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｼﾞｪﾉｳﾞｧに対して､ｱﾗｺﾞﾝのﾍﾟﾄﾞﾛ四世とﾍﾞﾙﾅﾎﾞ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨと協約
1378年3月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第201代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ11世｣[1329年生～](享年49)
1378年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ｣｢ｼﾓｰﾈ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｫ｣
1378年4月5日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年3月8日|<死去>救済/95歳/連歌師｢菟玖波集｣
1378年4月7日-09:00|日本|京都府京都市上京区|天授4;永和4年3月10日|足利義満が京都･室町に造営した室町殿
  (花の御所)に幕府を移転
1378年4月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第202代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ6世｣(~13891015死去)
1378年4月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第4代ｽﾙﾀﾝ｢ﾀﾞｰｳｰﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣(~5.22)
1378年5月10日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･宣光8年4月13日|<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｱﾕﾙｼﾘﾀﾞﾗ(ﾋﾞﾘｸﾄｩ=ｶｶﾞﾝ/昭宗
  )｣
1378年5月13日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･宣光8年4月16日|<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾄｸﾞｽ･ﾃﾑﾙ｣(~13881101没)
1378年5月14日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年4月17日|<死去>関東管領･武蔵国守護･伊豆国守護｢上杉能憲｣
1378年5月14日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年4月17日|<任命>関東管領･武蔵国守護｢上杉憲春｣能憲の弟(~康暦
  1年3月7日(13790325)死去)
1378年5月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝第5代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ2世｣(~13970420)
1378年5月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｰﾎﾟ･ﾀﾞﾝﾂｨｵの戦い､ｳﾞｪﾈﾂｨｱ側に有利
1378年6月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵｯﾄ1世ｱﾄﾞﾙﾉ｣(1期目~同日)⇒｢ﾆｺﾛ･ｶﾞﾙｺ｣(~1
  3830407)
1378年6月25日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･昌符2年6月|ﾁｬﾝﾊﾟ軍がﾍﾞﾄﾅﾑの昇龍へ侵入
1378年6月26日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||天授4;永和4年6月|今川了俊の使僧信弘､軍兵69人率い､高麗に渡り
  倭寇討伐
1378年7月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｱﾙｹﾙのﾖﾊﾈ｣
1378年7月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾎｰﾝ｣(~1389年)
1378年8月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｶﾞﾚｱｯﾂｫ2世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1378年9月8日-09:00|日本|熊本県菊池市|天授4;永和4年8月16日|南軍､今川軍と肥後上長田に戦い敗れる
1378年9月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ｱｳﾞｨﾆｮﾝ対立教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ7世(ﾛﾍﾞﾙﾄ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｪﾉｳﾞｧ)｣(~13940916)
1378年9月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武10年9月|高麗,洪武年号に戻す
1378年9月30日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年9月8日|彗星現れる
1378年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺﾞｯﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ﾑｯﾁｮﾘｰﾉ｣｢ｵﾝﾃﾞﾃﾞｵ･ﾃﾞｨ･ﾄﾝｿ｣
1378年10月10日-09:00|日本|熊本県熊本市中央区|天授4;永和4年9月18日|今川了俊､肥後に入り､隈本の藤崎に
  陣す/大内義弘･盛見兄弟､藤崎城大屋野某を攻めて敗れる
1378年10月21日-09:00|日本|熊本県熊本市|天授4;永和4年9月29日|菊池武朝､今川貞世と肥後国託摩原で戦い敗
  れるが､征西将軍良成親王が貞世を撃破
1378年11月18日-09:00|日本|福岡県久留米市|天授4;永和4年10月28日|探題今川了俊は子息義範に上･下松浦党
  を付けて耳納山に拠る宮方を攻撃/佐志祝は戦死し探題は敗れている
1378年11月21日-09:00|日本|  ||天授4･永和4年11月|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢山名義幸｣(~1379年)
1378年11月22日-09:00|日本|和歌山県|天授4;永和4年11月2日|南朝橋本正督､紀伊国で挙兵し細川業秀を攻撃し
  ､ついで細川頼基と戦い敗走
1378年11月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾁｪｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｶｰﾙ4世｣兼ﾎﾞﾍ
  ﾐｱ王｢ｶﾚﾙ1世｣62歳(誕生13160514)
1378年11月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣ｳﾞｪﾝﾂｪﾙの異母弟(~1388年従弟
  のﾖｰﾌﾟｽﾄに譲位)
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1378年11月29日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ4世｣ﾛｰﾏ王､ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯､ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公(~14190816
  死去)
1378年11月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣
1378年12月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|天授4;永和4年11月18日|鎌倉円覚寺仏殿できる
1378年12月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ3世｣ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ2世の次男(~13810825)
1378年12月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ5世､｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｣ｼﾞｬﾝ4世の忠誠義務違反を断罪し｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ
  公領｣を没収
1378年12月21日-09:00|日本|大阪府泉佐野市|天授4;永和4年12月|足利義満､細川頼之･山名氏清･山名義理をつ
  かわし和田正武の守る土丸城落とす
1379年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Salahuddin｣(~1389年)
1379年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Marashiyan occupation｣(~1391年)
1379年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<復位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Khwaja 'Ali-yi Mu'ayyad ibn Masud｣(~1386年死去)
1379年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公(ｼﾁﾘｱ王)｢ｱﾗｺﾞﾝ王ﾍﾟﾄﾞﾛ4世｣(共同統治~13870106死去)
1379年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世(ｳｨﾚﾑ1世)｣(~14020216死去)ﾕｰﾘﾋ公(3世)
1379年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ｣(~13860709死去)
1379年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の息子(~1383年)､｢ﾏｸﾞﾇｽ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の息
  子(~1384年)共同統治
1379年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<領土分割>下ｵｰｽﾄﾘｱ公(ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ系)｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣(~13950829死去45歳)､ｵ
  ｰｽﾄﾘｱ公(ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家ﾚｵﾎﾟﾙﾄ系)｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ3世｣(~13860709死去34歳)
1379年1月2日-09:00|日本|和歌山県|天授4;永和4年12月13日|南朝軍橋本正督､紀伊国で細川頼元を攻めて淡路
  国へ走らせる
1379年1月9日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年12月20日|<交替>紀伊国守護｢細川業秀｣⇒｢山名義理｣(~明徳3･元
  中9(1392)年正月､没収)
1379年1月9日-09:00|日本|  ||天授4;永和4年12月20日|<交替>和泉国守護｢楠木正儀｣⇒｢山名氏清｣(~明徳3･元
  中9(1392)年正月､没収)
1379年1月19日-09:00|日本|  ||天授5･永和5年|<任命>三河国守護｢一色範光｣(~元中5･嘉慶2年1月25日(1388030
  4)死去)
1379年1月19日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天元1年|北元のﾄｸﾞｽ･ﾃﾑﾙの治世が天元と改元(~1387年)
1379年2月10日-09:00|日本|大阪府泉佐野市|天授5;永和5年1月23日|足利義満の将､山名義理･氏清ら橋本正督が
  拠る土丸城を攻略
1379年2月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世偉大公｣
1379年2月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の息子(~13830424死去)
1379年2月26日-09:00|日本|和歌山県有田郡湯浅町|天授5;永和5年2月9日|山名義理､氏清､時義が紀州有田軍藤
  浪に打入､湯浅城を攻略
1379年2月28日-09:00|日本|和歌山県有田郡有田川町|天授5;永和5年2月11日|山名義理等､石垣城を陥いる
1379年3月19日-09:00|日本|宮崎県都城市|天授5;永和5年3月1日|<蓑原の合戦>都之城の西方の本の原で今川満
  範､島津氏久両軍激突/島津軍は義久の弟基忠･忠宣と本田重親が戦死したが､満範軍も相良頼氏(前頼の弟)･伊
  東祐基･渋谷久清(祁答院氏)らの大将が戦死して､合戦は満範軍の大敗(3日､再度合戦後､満範は都之城から下
  財部方面に退いた)
1379年3月25日-09:00|日本|  ||天授5;永和5年3月7日|<死去>関東管領･武蔵国守護･上野国守護｢上杉憲春(山内
  )｣関東公方足利氏満に謀反を思いとどまる手紙を書き切腹
1379年4月9日-09:00|日本|  ||天授5;康暦元年3月22日|北朝が｢康暦｣に改元
1379年5月1日-09:00|日本|  ||天授5;康暦元年4月15日|<任命>関東管領｢上杉憲方(山内)｣(~永徳2(1382)年1月1
  6日退任)
1379年5月1日-09:00|日本|  ||天授5;康暦元年4月15日|<任命>武蔵国守護･上野国守護｢上杉憲方(山内)｣(~応永
  元年10月24日(13941117)死去)
1379年5月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾘｵｰﾆの戦い､ｳﾞｪﾈﾂｨｱ人敗北
1379年5月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｴﾝﾘｹ2世庶子王｣
1379年5月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾌｱﾝ1世｣(~13901009死去)
1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<解任>管領･伊予国守護･讃岐国守護･土佐国守護｢細
  川頼之｣足利義満により罷免<康暦の政変>頼之は自邸を焼いて一族を連れて領国の四国へ落ち､その途上で出
  家
1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<交替>阿波国守護｢細川頼有｣⇒｢細川政氏｣(~天授7･
  康暦3(1381)年4月)
1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<交替>伊勢･志摩国守護｢山名時理｣⇒｢土岐頼康｣(~
  嘉慶元･元中4(1387)年12月25日死去)
1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<交替>出雲･隠岐国守護｢京極高秀｣失脚⇒｢山名義幸
  ｣(~弘和元･永徳元(1381)年隠居)
1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<交替>石見国守護｢荒川詮頼｣罷免⇒｢大内義弘｣(~応
  永6年12月21日(14000117)死去)
1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<交替>摂津国守護｢細川頼元｣⇒｢渋川満頼｣(~永徳2･
  弘和2(1382)年)
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1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<交替>能登国守護｢吉見氏頼｣⇒｢本庄宗成｣(~元中6･
  嘉慶3(1389)年正月死去)
1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<交替>飛騨国守護｢京極高秀｣解任⇒｢京極高詮｣(~天
  授7･康暦3(1381)年)
1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<任命>伊予国守護｢河野通直｣(~11月6日(13791223)
  死去)
1379年5月30日-09:00|日本|  ||天授5･康暦元年閏4月14日|<任命>讃岐･土佐国守護｢細川頼元｣(~弘和3･永徳3(1
  383)年)
1379年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ｸﾚﾒﾝｽ7世が､教皇庁をｱｳﾞｨﾆｮﾝに設置
1379年6月13日-09:00|日本|  ||天授5;康暦元年閏4月28日|<任命>室町幕府管領｢斯波義将｣(~明徳2(1391)年3月
  12日)/細川派宿老の勢力削減に着手､今川了俊･畠山基国らに迫って分国を削減する
1379年7月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ4世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(~13850628死去)
1379年7月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ5世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国とﾑﾗﾄ1世の援助を受け(~1
  3900414退位~13910216死去)
1379年8月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||四十七隻のｼﾞｪﾉｳﾞｧ･ｶﾞﾚｰ船､ｷｵｯｼﾞｬを占領
1379年8月13日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||天授5;康暦元年7月|今川了俊54歳､倭寇に捕らえられていた朝鮮人2
  30人返還
1379年8月13日-09:00|韓国/日本|  ||高麗･洪武11年7月|倭寇が鬱陵島を侵犯し15日間も滞留し島民を殺戮した
  り財物を略奪
1379年8月20日-09:00|日本|  ||天授5;康暦元年7月8日|<任命>伊予国守護｢河野通直｣(~同年11月6日(12.23)死
  去)
1379年9月12日-09:00|日本|  ||天授5;康暦元年8月|<交替>備後国守護｢今川了俊｣⇒｢山名時義｣(~元中6･康応元
  年5月4日(13890529)死去)
1379年9月15日-09:00|日本|熊本県|天授5;康暦元年8月4日|菊池武朝の兵､今川仲秋を高満鬼羽山に防ぎ敗走.つ
  いで団山陥る/菊池武朝･赤星某､これを防ぐ
1379年9月27日-09:00|日本|熊本県|天授5;康暦元年8月16日|今川仲秋､平尾城を陥れる.また橘公次を遣わして
  竹迫城を陥れ､小野崎･林原を占領する
1379年10月6日-09:00|日本|  ||天授5;康暦1年8月25日|<就任>(北朝)関白｢二条師嗣｣(~永徳2年4月11日)
1379年10月13日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｵｯｿﾘｰ司教ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｽｺｯﾄ｣(~12月)
1379年10月15日-09:00|日本|熊本県山鹿市|天授5;康暦元年9月5日|今川仲秋の兵､菊池軍に城野に撃退される
1379年10月16日-09:00|日本|  ||天授5;康暦元年9月6日|<交替>肥後国守護｢今川了俊｣⇒<再任>｢(阿蘇大宮司)
  阿蘇惟村｣(~同年)
1379年10月21日-09:00|日本|京都府京都市山科区|天授5;康暦元年9月11日|歓喜光寺焼亡
1379年10月28日-09:00|日本|京都府京都市中京区|天授5;康暦元年9月18日|六条念仏堂焼亡
1379年11月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｵｯﾄｰ5世｣(生年1340年)
1379年11月21日-09:00|日本|  ||天授5;康暦元年10月12日|<死去>越前国守護｢畠山義深｣基国が就任(~天授6･康
  暦2(1380)年7月)
1379年12月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾑｳｨｯﾁ卿｣(~1380年5月)
1379年12月15日-09:00|日本|  ||天授5;康暦元年11月6日|<死去>伊予国守護｢河野通直｣細川頼之と伊予国佐志
  久原で戦い敗死/通義が継ぐ(~応永元(1394)年8月隠居)
1380年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王国(ｽﾏﾄﾗ島のﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝを中心に栄えた通商国家)ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝは独立を企て
  て失敗､ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国に滅ぼされた/ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王権は自然消滅
1380年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝのｽｰﾙｰ諸島に､ｲｽﾗﾑ勢力が拠点を構築
1380年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Jeyaveera Cinkaiariyan｣(~1410年死去)
1380年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺﾞｱとｺｰﾝｶﾝ地方がｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国に併合される
1380年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Sultana Raadhafathi Suvama Abaarana｣(~同年)⇒｢Mohamed1
  世 Sundhura Abaarana｣Raadhafathiの夫(~1385年)
1380年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>金帳ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾄｸﾀﾐｼｭ｣ﾄｲ･ﾎｰｼﾞｬの子(~1395年)ｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾊﾝ国を統一
1380年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>第6代ﾍﾞﾛｵｰｾﾞﾛ公｢ﾕｰﾘｰ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣ﾛﾏﾝの孫
1380年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾃｹ侯国ﾍﾞｲ｢Osman Celebi｣(~1391年)
1380年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ･ｾｳﾞｪﾙｽｷｰ公｢ｶﾘﾌﾞﾀｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1393年)
1380年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾓﾚｱｽ専制公代行｢ﾏﾃｵｽ･ｶﾝﾀﾞｸｼﾞﾉｽ｣(~1383年)
1380年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢Walram｣
1380年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｴﾒﾘｯｸ1世ﾍﾞﾍﾞｸ｣(~1383年)
1380年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢Simon3世｣(~1414年)
1380年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ7世｣⇒ﾍﾞﾙｸ公(~14080625死去)
1380年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｸ公ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世(~1408年)
1380年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで大ﾗｰｳﾞｪﾝｽｸ商事会社が設立
1380年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをﾅﾊﾞﾗ中隊が占領(~1382年)
1380年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢Guichard d'Angle｣
1380年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ大時計が完成､現存で世界最古の機械時計
1380年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで絹織物､金糸使用生地の職人の出国禁止
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1380年1月9日-09:00|日本|  ||天授5;康歴1年12月|<再任>遠江国守護｢今川範国｣(~元中元･至徳元年5月19日(13
  840608)死去)
1380年1月12日-09:00|日本|京都府京都市南区|天授5;康暦元年12月4日|東寺御影堂･不動堂など焼失
1380年2月7日-09:00|日本|  ||天授6･康暦2年|<再任>肥後国守護｢今川貞世｣(~応永2(1395)年閏7月)
1380年2月7日-09:00|日本|  ||天授6･康暦2年|<任命>越後国守護｢上杉房方｣(~応永28(1421)年11月10日死去)
1380年2月7日-09:00|日本|  ||天授6;康暦2年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢土岐詮直｣(~同年)
1380年2月7日-09:00|日本|静岡県掛川市|天授6;康暦2年|小笠神社社殿を留左衛門が建立
1380年2月12日-08:00|中国|  ||明･洪武13年1月6日|明の丞相の胡惟庸の謀叛計画が発覚し洪武帝により処刑さ
  れ1万5千人が連座
1380年2月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがﾌﾞﾛﾝﾄﾞｰﾛ奪回
1380年3月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼﾞｬｰｼﾞｰ島ﾌﾗﾝｽ司令官｢ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｰﾇ提督｣(~1382年)
1380年3月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼﾞｬｰｼﾞｰ島ﾌﾗﾝｽ知事｢Jean5世 d'Hangest et d'Avesnecourt｣(~13
  82年)
1380年3月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｰｼﾞｰをﾌﾗﾝｽが占領(~1382年)
1380年3月28日 00:00|ﾖｰﾛｯﾊﾟ|  |||欧州に火薬伝来/以後の戦争技術が激変
1380年4月6日-09:00|日本|沖縄県|天授6･康暦2年3月|汪英紫､島添大里ｸﾞｽｸを攻め取り､島添大里按司になる/島
  添大里ｸﾞｽｸを大規模に改築
1380年4月10日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾓﾚｱｽ専制公領初代統治者｢ﾏﾇｲﾙ･ｶﾝﾀﾞｸｼﾞﾉｽ｣(生年1326年)
1380年5月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾏｰﾁ伯ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣(~13811226没)
1380年5月5日-09:00|日本|沖縄県|天授6･康暦2年4月|馬天浜のｻﾐｶﾞｰ大主の息子が佐敷にｸﾞｽｸを築いて､佐敷按
  司となる
1380年5月20日-09:00|日本|  ||天授6･康暦2年4月16日|<任命>伊予国守護｢河野通能｣(~応永元年11月16日(1394
  1209死去)
1380年5月27日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|天授6;康暦2年4月23日|<補作>法隆寺護摩堂の不動三尊の矜羯
  羅･制多迦の二童子(舜慶)
1380年6月1日-09:00|日本|  ||天授6;康暦2年4月28日|今川了俊､｢下草｣著す
1380年6月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ艦隊が､ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ沖でﾌﾗﾝｽ艦隊を撃破
1380年6月19日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|天授6;康暦2年5月16日|<死去>下野国守護｢宇都宮基綱｣(生年1350
  年)小山義政が南朝方に応じ下野国裳原で戦い斬られる
1380年6月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧが､ｷｵｯｼﾞｬの戦いでｳﾞｪﾈﾂｨｱに完敗
1380年6月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃをｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国が占領(~1381年)
1380年7月1日-09:00|日本|広島県|天授6;康暦2年5月28日|大内義弘,弟満弘と安芸国内郡で合戦.芸州大将讃井
  山城守ら侍200余人が討死
1380年7月6日-09:00|日本|  ||天授6;康暦2年6月4日|妙蓮寺五世日眼が｢五人所破抄見聞｣を著す
1380年7月26日-09:00|日本|  ||天授6;康暦2年6月24日|<死去>光明天皇/60歳(誕生:元亨1(1321)1223)北朝第2
  代天皇
1380年7月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ﾉﾙｳｪｰ連合国王｢ｵｰﾗｳﾞ4世ﾎｰｺﾝｿﾝ｣(~13870803死去)､｢ﾏﾙ
  ｸﾞﾚｰﾃ1世｣(摂政､事実上の女王)｣(~14121028死去)/ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ﾉﾙｳｪｰ連合王国成立(~1814年)
1380年8月1日-09:00|日本|  ||天授6･康暦2年7月|<交替>越前国守護｢畠山基国｣⇒｢斯波義将｣(~応永5(1398)年
  閏4月23日引退)
1380年8月1日-09:00|日本|  ||天授6･康暦2年7月|<交替>越中国守護｢斯波義将｣⇒｢畠山基国｣(~応永13(1406)年
  1月17日死去)
1380年8月17日-09:00|日本|大阪府|天授6;康暦2年7月17日|橋本正督､和泉国守護･山名氏清と戦い敗死
1380年9月8日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｸﾘｺﾎﾞの戦い｡ﾓｽｸﾜ大公ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾄﾞﾝｽｺｲが指揮するﾛｼｱ諸公軍とｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾊｰﾝ国の軍
  とが激突｡ﾓｽｸﾜが初めて勝利
1380年9月11日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾎｰｺﾝ6世｣40才
1380年9月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰｺﾝ6世ﾏｸﾞﾅｯｿﾝ若王｣
1380年9月12日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｵｰﾗｳﾞ4世ﾊｰｺﾝｿﾝ｣ﾃﾞﾝﾏｰｸ王(~13870803没)
1380年9月12日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾌｪﾛｰ諸島|  |||ﾉﾙｳｪｰ(およびｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ,ﾌｪﾛｰ諸島を含
  む)､ｱｲｽﾗﾝﾄﾞに対するﾃﾞﾝﾏｰｸの支配が始まる(~18140207)
1380年9月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王｢ｼｬﾙﾙ5世賢明王｣42歳(誕生13380121)食中毒により｢ﾎﾞﾃ=ｼｭﾙ=ﾏﾙﾇ
  城｣で
1380年9月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王｢ｼｬﾙﾙ6世親愛王(狂気王)｣ｼｬﾙﾙ5世の息子(~14221021)
1380年9月22日-09:00|日本|和歌山県|天授6;康暦2年8月23日|紀伊国の南朝方須田一族ら山名氏清に敗れ潰散
1380年9月24日-09:00|日本|熊本県|天授6;康暦2年8月25日|今川仲秋､肥後坂井原に陣し､宗像城を陥れる
1380年9月29日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢'Izz al-Din ibn Rukn al-Din Mahmud｣
1380年9月29日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Qutb al-Din ibn 'Izz al-Din｣(~1383.11)
1380年9月29日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武12年9月|高麗の武人李成桂､倭寇の首領ｱｷﾊﾞﾂ(阿只抜都)
  の軍を雲峰で撃退(荒山戦闘)
1380年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺﾛ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1380年10月5日-09:00|日本|和歌山県橋本市|天授6;康暦2年9月7日|山名氏清､紀伊国の南朝方を攻め生地城を陥
  れる
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1380年10月29日-09:00|日本|沖縄県|天授6･康暦2年10月|汪英紫､甥の島尻大里按司(承察度)､明に進貢して､琉
  球山南王となる
1380年10月30日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾔﾝ･ｿﾋﾞｪｽﾗﾌ｣(~13941012死去)
1380年10月30日-09:00|日本|鹿児島県鹿屋市|天授6;康暦2年10月2日|禰寝久清､島津方の大隅鷹栖城を落とす
1380年12月10日-09:00|日本|京都府京都市南区|天授6;康暦2年11月13日|<再建>東寺西院大師堂
1380年12月12日-09:00|日本|山口県|天授6･康暦2年11月15日|<死去>周防国守護｢大内弘世｣義弘が継ぐ(~応永6
  年12月21日(14000117)死去)
1380年12月28日-09:00|日本|  ||天授6;康暦2年12月|<交替>伊賀国守護｢中条秀長｣⇒｢仁木国行｣(~永享5(1433)
  年4月)
1380年12月29日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ｴﾙｼﾞｭﾋﾞｪﾀ･ｳｫｷｪﾄｸｳﾞﾅ(生年1305年､ﾊﾝｶﾞﾘｰ王ｶｰﾛｲ1世の3番目の妃)
1381年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙがﾎﾗｰｻﾝなどへ最初の遠征､ｻﾙﾊﾞﾀﾞｰﾙ政権を滅ぼす
1381年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｺﾞｰﾃｨｴ4世･ﾀﾞﾝｷﾞｬﾝ｣
1381年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ｣(~1383年)
1381年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<譲位>ﾃｯｻﾘｱ皇帝｢ﾖｳﾞｧﾝ･ｳﾛｼｭ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣
1381年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｼﾞｬｯｸ･ﾃﾞ･ﾎﾞｰ｣(~1383年)
1381年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ﾙｲ･ﾀﾞﾝｷﾞｬﾝ｣ｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘｴﾝﾇの息子(~13940317死去)ｱﾙｺﾞｽとﾅﾌﾌﾟﾘｵを
  支配
1381年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾘｱ副帝｢ｱﾚｸｼｵｽ･ｱﾝｹﾞﾛｽ･ﾌｨﾗﾝﾄﾛﾍﾟﾉｽ｣(~1389.12死去)
1381年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛﾜ伯｢John2世｣
1381年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ﾙｲｰｼﾞ｣ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ1世の養子.ｱﾝｼﾞｭｰ公ﾙｲ1
  世(~1382年)
1381年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲｼｭﾄｳﾞｧﾝ･ﾗｯｸﾌｨ｣(~1385年)
1381年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Guy2世｣(~13971222死去)
1381年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣,｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ6世｣(~1404年)ﾆｺﾗｳｽと共同統治
1381年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Alfonso of Aragon and Foix｣(~1412年)
1381年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Joao Afonso Telo｣(~13850814)
1381年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世が再びｶｽﾃｨﾘｱに戦いを仕掛けたが再び失敗
1381年1月8日-09:00|日本|京都府京都市左京区|天授6;康暦2年12月12日|天龍寺火災/公文書などが焼ける
1381年1月26日-09:00|日本|  ||天授7;康暦3年|<隠居>丹後･出雲･隠岐国守護｢山名義幸｣
1381年1月26日-09:00|日本|  ||天授7;康暦3年|<交替>飛騨国守護｢京極高詮｣⇒<再任>｢京極高秀｣(~元中8･明徳
  2年10月11日(13911107)死去)
1381年1月26日-09:00|日本|  ||天授7;康暦3年|<任命>隠岐国守護｢山名時義｣(~元中6･嘉慶3(1389)年5月4日)
1381年1月26日-09:00|日本|  ||天授7;康暦3年|<任命>佐渡国守護｢畠山国熙｣(~不詳)
1381年1月26日-09:00|日本|  ||天授7;康暦3年|<任命>山城国守護(侍所頭人)｢一色詮範｣(~1383年)
1381年1月26日-09:00|日本|  ||天授7;康暦3年|<任命>丹後･出雲国守護｢山名満幸｣(~元中8･明徳2(1391)年11月
  8日解任)
1381年1月26日-09:00|日本|  ||天授7;康暦3年|<任命>備中半国守護｢石塔頼房｣(~同年)
1381年1月26日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|天授7;康暦3年|無文元選､方広寺派金剛山宝泰寺(伝馬町)を開創
1381年1月26日-09:00|日本|静岡県浜松市西区|天授7;康暦3年|東本徳寺(馬郡町)･西本徳寺(馬郡町)開山
1381年1月26日-08:00|中国|  ||明･洪武14年1月|全国一斉に魚鱗図冊(土地台帳)､賦役黄冊(戸籍台帳)を作り､
  里甲制(村落の自治的行政制度)･衛所制(兵農一致による軍事制度)を実施
1381年2月18日-09:00|日本|大阪府泉佐野市|天授7;康暦3年1月24日|山名氏清､大軍を以て泉州土丸城を囲む｡和
  田正武病みて､その子正利･正次防戦す｡然と雖も城落ち､神宮寺師綱､福塚忠貞等討死
1381年3月6日-09:00|日本|  ||弘和元;康暦3年2月10日|南朝が｢弘和｣に改元
1381年3月20日-09:00|日本|  ||弘和元;永徳元年2月24日|北朝が｢永徳｣に改元
1381年3月24日-09:00|日本|大分県宇佐市|弘和元;永徳元年2月28日|宇佐宮前大宮司宮成公居･公内父子､大宮司
  職押妨のため弥勒寺に乱入し､宇佐宮大宮司出光公行と合戦し弥勒寺の重宝を奪い取る
1381年3月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌｱﾅ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ(生年1339年､ｶｽﾃｨｰﾘｬ王ｴﾝﾘｹ2世の王妃)
1381年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ｣｢ｻﾝﾍﾟﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣
1381年4月6日-09:00|日本|京都府相楽郡笠置町|弘和元;永徳元年3月11日|<再建>山城笠置寺
1381年4月25日-09:00|日本|  ||弘和元;永徳元年4月|<交替>阿波国守護｢細川政氏｣⇒｢細川頼之｣(~明徳3･元中9
  年3月2日(13920325)死去)
1381年5月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃ､ｳﾞｪﾈﾂｨｱからｵｰｽﾄﾘｱに
1381年5月19日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾗ=ｱﾄﾞ-ﾃﾞｨﾝ･ｱﾘ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ｱｼ
  ｭﾗﾌ･ｼｬﾊﾞﾝ｣
1381年5月19日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝第27代ｽﾙﾀﾝ｢ｻｰﾘﾌ･ﾊｰｯｼﾞｰ｣(~13821126)
1381年5月19日-09:00|日本|京都府京都市上京区|弘和元;永徳元年4月25日|<落成>室町第(花の御所)
1381年5月20日-09:00|日本|熊本県山鹿市|弘和元;永徳元年4月26日|今川仲秋､菊池武朝の肥後国城野城を陥れ
  る
1381年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1381年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｹﾞｵﾙｸ｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世の三男､ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世､ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世の弟(~14
  02年)
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1381年5月21日-09:00|日本|熊本県|弘和元;永徳元年4月27日|今川仲秋､菊池勢を撃破
1381年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾜｯﾄ･ﾀｲﾗｰの乱>ﾜｯﾄ･ﾀｲﾗｰに率いられた暴徒たちがﾛﾝﾄﾞﾝを占領｡ﾛﾝﾄﾞﾝ市内で
  狼藉の限りを尽くす｡ﾛﾝﾄﾞﾝ塔に逃げ込んだﾘﾁｬｰﾄﾞ2世は､暴徒たちの不処罰と農奴の解放を約束
1381年6月4日-09:00|日本|熊本県上益城郡山都町|弘和元;永徳元年5月12日|今川仲秋､菊池武朝方･寺尾城(亀甲
  城)を落す
1381年6月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾜｯﾄ･ﾀｲﾗｰの乱>ﾜｯﾄ･ﾀｲﾗｰ､ﾛﾝﾄﾞﾝ市長ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫｰﾙﾜｰｽによって刺殺
1381年6月16日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｿﾞﾌｼｪ公･ﾜﾙｼｬﾜ･ﾁｪﾙｽｸ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世｣
1381年6月16日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ4世｣ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世の息子(~14260121死去)
1381年6月16日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ﾔﾇｼｭ1世｣ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世の息子(~14291208死去)
1381年6月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾗｲﾝ都市同盟が､ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ都市同盟と合体して南ﾄﾞｲﾂ都市同盟を結成
1381年6月23日-09:00|日本|鹿児島県肝属郡南大隅町|弘和元;永徳元年6月1日|大隅彌寝久清､佐多城を陥れる
1381年7月14日-09:00|日本|熊本県山鹿市|弘和元;永徳元年6月22日|今川了俊･今川仲秋､肥後隈部城に菊地武朝
  ･菊池武興を攻落/良成親王､肥後染土城に入る/
1381年7月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾜｯﾄ･ﾀｲﾗｰの乱>指導者の一人ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｰﾙを処刑し鎮圧
1381年7月15日-09:00|日本|熊本県菊池市|弘和元;永徳元年6月23日|今川五郎､懐良親王を肥後国染土城に攻め
  南軍潰走
1381年7月17日-09:00|日本|熊本県宇土市|弘和元;永徳元年6月26日|良成親王､今川了俊に宇土城を攻められ八
  代に走る
1381年7月25日-09:00|日本|鹿児島県曽於市|弘和元;永徳元年7月4日|今川満範､末吉城を抜き､志布志と都城と
  の連絡を絶つ
1381年7月28日-09:00|日本|鹿児島県姶良郡湧水町|弘和元;永徳元年7月7日|今川満範､池平を抜き､土持氏に之
  を守らしめる
1381年8月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱがｼﾞｪﾉｳﾞｧとﾄﾘﾉ条約を結び､地中海商業で優位を勝取る
1381年8月8日-09:00|日本|宮崎県都城市|弘和元;永徳元年7月18日|北党名和慈冬､日向都城北郷誼久を攻める/
  今川満範､末吉･池平を取り都城に向う/北党相良前頼･税所介祐義､於奴止利城を陥れる
1381年8月10日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｮｶﾞｲﾗ｣叔父のｹｽﾄｩﾃｨｽに退位させられる
1381年8月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ﾃｵﾄﾞﾛ2世｣ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ2世の三男(~14180416)
1381年8月25日-09:00|日本|熊本県宇城市|弘和元;永徳元年8月6日|今川了俊､肥後亀崎に城を構える
1381年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏｷｼｵ･ﾃﾞｨ･ﾄﾝｿ｣｢ﾆｯｺﾛ･ﾃﾞｨ･ｷﾞｵｳﾞ｣
1381年10月1日-09:00|日本|熊本県上益城郡益城町|弘和元;永徳元年9月13日|今川軍､腰尾城を抜く
1381年10月10日-09:00|日本|  ||弘和元;永徳元年9月22日|彗星東方に出現｡長さ1丈5､6尺計り｡27日暁彗星
1381年10月18日-09:00|日本|  ||弘和元･永徳元年10月|<任命>下野国守護｢上杉憲方｣(~元中3･至徳3(1386)年)
1381年11月17日-08:00|中国|  ||明･洪武14年11月|明､広東でｻﾝ平王らの反乱
1381年11月26日-09:00|日本|京都府京都市東山区|弘和元;永徳元年11月10日|僧元聖､京都に悲田院を建立
1381年12月2日-09:00|日本|栃木県小山市|弘和元;永徳元年11月16日|白旗一揆､小山義政の鷲城を攻略
1381年12月19日-09:00|日本|  ||弘和元;永徳元年12月3日|宗良親王､｢新葉和歌集｣を撰進
1381年12月19日-09:00|日本|栃木県|弘和元;永徳元年12月3日|小山義政､足利氏満に降伏し剃髪
1381年12月26日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾏｰﾁ伯ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣
1381年12月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾙｽﾀｰ伯･ﾏｰﾁ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣
1381年12月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏｰﾁ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣先代の子(⇒1382年兼ｱﾙｽﾀｰ伯~13980720死去)
1382年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayasthiti Malla｣(~1395年)
1382年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌｧﾙｷ朝ﾊﾝ｢ﾏﾘｸ･ﾗｰｼﾞｬｰ｣建国(~1399年)
1382年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Hushang1世｣
1382年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Ibrahim1世｣(~14180915死去)
1382年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾊﾝ国がﾓｽｸﾜを再占領
1382年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第5代国王｢ﾊﾞｰﾔｽﾞｨｰﾄﾞ｣(~1383年)
1382年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾈｳﾞｧﾔ･ﾏﾘｱﾑ･ﾈﾜﾔ･ｸﾚｽﾄｽ｣
1382年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾀﾞｳｨﾄ1世｣(~1411年)
1382年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<復位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1387年)
1382年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢As-Saleh Hajji2世｣(1期目~同年)
1382年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾓﾚｱｽ専制公｢ｾｵﾄﾞﾛｽ1世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(~1407年)
1382年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾙｲ1世｣ｼﾞｬﾝﾇ1世の養子(ｱﾝｼﾞｭｰ公･ﾄｩｰﾚｰﾇ公･ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯･ﾒｰﾇ伯~13840
  920死去)
1382年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世の次男､ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世の弟(~14070209死去)
1382年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをｼﾁﾘｱ王国(ﾅﾎﾟﾘ)が統治(~13860609)
1382年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾝ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~14050620死去)
1382年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ﾙｲｰｼﾞ｣ﾙｲ1世の長男.ｱﾝｼﾞｭｰ公ﾙｲ2世(
  ~13840920死去)
1382年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾙｽﾀｰ伯｢女伯爵ﾌｨﾘｯﾊﾟ･ｵﾌﾞ･ｸﾗﾚﾝｽ｣
1382年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣ﾏｰﾁ伯(~13980720死去)
1382年1月7日-09:00|日本|長崎県南島原市|弘和元;永徳元年12月22日|今川了俊､肥前高来の菊池武資･有馬泰隆
  を大浦･有家両城を攻め敗れ､黒坊山に奔る/菊池武資らこれを陥れる
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1382年1月10日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮﾝ･ｺﾙﾄﾝ｣(~3.3)
1382年1月15日-09:00|日本|  ||弘和2･永徳2年|<任命>佐渡国守護｢畠山基国｣(~不詳)
1382年1月15日-09:00|日本|京都府京都市上京区|弘和2･永徳2年|足利義満､鹿苑院を創建
1382年1月30日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年1月16日|<退任>関東管領｢上杉(山内)憲方｣
1382年2月6日-09:00|日本|佐賀県藤津郡太良町|弘和2;永徳2年1月23日|新田左京亮､今川了俊の軍に加わり肥前
  大浦城を抜く/菊池武資は小松崎に退き有馬泰隆は降る/今川了俊､小松崎を襲い､菊池武資は遁走
1382年2月6日-09:00|日本|奈良県奈良市|弘和2･永徳2年1月23日|春日社焼ける
1382年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞｩ･ｱﾌｫｰﾄﾞ｣
1382年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼｬﾙﾙ6世が新設した税に対して反対した市民が､ﾏｲﾖﾀﾝ一揆を起こす
1382年3月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾏｰﾁ･ｱﾙｽﾀｰ伯ﾛｼﾞｬｰ･ﾓｰﾃｨﾏｰ｣(~1383年9月)､代行｢ﾄ
  ｰﾏｽ･ﾓｰﾃｨﾏｰ卿｣(~1383年9月)
1382年3月9日-09:00|日本|大阪府堺市美原区|弘和2;永徳2年閏1月24日|楠木正儀､再び南朝方となり山名氏清と
  河内国平尾で交戦し敗れる
1382年3月16日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年2月|<交替>河内国守護｢楠木正儀｣⇒｢畠山基国｣(~応永13年1月17
  日(14060205)死去)
1382年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1382年4月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Johann2世｣
1382年4月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Waldemar3世｣(~1391年死去)､｢Sigismund1世｣､｢Alber
  t4世｣(~1396年ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳとｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝに分割)共同統治
1382年4月30日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年3月17日|御子左為重が新後拾遺和歌集四季部六巻を撰進
1382年5月5日-09:00|日本|栃木県小山市|弘和2;永徳2年3月22日|小山義政､再び足利氏満に背き下野国祇園城を
  焼いて同国糟尾山に挙兵
1382年5月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ女伯､ｱﾙﾄﾜ女伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世｣(生年1310年)
1382年5月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾙｲ3世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾙｲ1世｣(ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯ﾙｲ2世/ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯ﾙｲ3
  世~13840130死去)
1382年5月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ王｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ1世｣兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ1世｣ﾊﾝｶﾞﾘｰ王ﾗﾖｼｭ1世の
  命を受けた遠縁のｶﾙﾛ3世によって暗殺される
1382年5月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ｶﾙﾛ3世｣(~13860224死去)
1382年5月24日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年4月11日|<再任>摂政｢二条良基｣(~至徳4年2月7日)
1382年5月24日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年4月11日|<譲位>北朝5代｢後円融天皇｣⇒<践祚>｢幹仁親王｣
1382年5月26日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|弘和2;永徳2年4月13日|小山義政､足利氏満に敗れて粕尾の山中で自
  殺
1382年5月31日-09:00|日本|熊本県菊池市|弘和2;永徳2年4月18日|菊池武朝･高瀬武儀･葉室親善･伯耆入道紹覚､
  守山を陥れる/城武岑は自害し､宇佐大宮司惟永は帰順
1382年6月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第60代｢ｱﾝﾄﾞﾚｰｱ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣
1382年6月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第61代｢ﾐｹｰﾚ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~13821016死去)
1382年8月3日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｹｽﾄｩﾃｨｽ｣甥のｼﾞｮｶﾞｲﾗに捕われ､殺害された
1382年8月3日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<復位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｮｶﾞｲﾗ｣(2回目⇒13860215､｢ｳﾞﾗﾃﾞｨｽﾛｳﾞｧｽ｣に改名)
1382年8月7日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年6月27日|<再任>関東管領｢上杉憲方(山内)｣(~明徳3･元中9(1392)
  年4月22日退任)
1382年8月7日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年6月27日|<任命>下野国守護｢木戸法季｣(~至徳3･元中3(1386)年7月
  解任)
1382年8月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾉｰﾙ･ﾃﾞ･ｱﾗｺﾞﾝ(生年1358年､ｶｽﾃｨｰﾘｬ王ﾌｱﾝ1世の最初の王妃)
1382年8月20日-09:00|日本|愛知県一宮市|弘和2;永徳2年7月11日|<死去>尾張国妙興寺開山･滅宗宗興
1382年9月10日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ﾗﾖｼｭ1世(大王)｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾙｲ1世大王｣兼
  ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｸ1世｣56歳(誕生13260305)
1382年9月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾔﾄﾞｳﾞｨｶﾞ･ｱﾝﾃﾞｶﾞｳﾞｪﾝｽｶ｣ﾗﾖｼｭ1世の娘.男性の王として(1
  3841016戴冠~13990717)1386年より夫のｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ2世ﾔｷﾞｪｳｫと共同統治
1382年9月11日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾃｨﾝ｢ﾐｸﾛｽ･ｶﾞﾗｲ｣(~13851006)
1382年9月11日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾏﾘｱ｣ﾗﾖｼｭ1世の次女(1回目~13851231)
1382年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはｵｰｽﾄﾘｱに割譲される
1382年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝｼﾞｮ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺﾛ｣｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾃﾞｨ･ｹﾞﾛﾛ｣
1382年10月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣(~14070307死去)
1382年10月13日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ2世肥満王｣
1382年10月13日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ総督｢ｼﾞｬﾝ(ﾖﾊﾝ)･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘｴ｣(~1385年5月)
1382年10月13日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ｼﾞｬｯｸ1世｣(~13980909死去)
1382年10月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾐｹｰﾚ･ﾓﾛｼｰﾆ｣
1382年10月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｳﾞｪﾆｴﾙ｣(~1400年)
1382年10月31日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾓｷﾞﾃｨｱはﾘﾄｱﾆｱからﾄﾞｲﾂ騎士団に譲渡された
1382年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾊﾞﾙｸｰｸ｣(1期目~1389年死去)
1382年11月22日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年10月17日|<交替>薩摩国守護｢今川貞世｣⇒｢島津伊久｣復職(~応
  永元(1394)年8月解任)
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1382年11月24日-09:00|日本|香川県坂出市|弘和2;永徳2年10月19日|讃岐白峰寺焼失
1382年11月26日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾊﾞﾙｸｰｸ｣(~13890601死去)
1382年12月11日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年11月6日|月蝕
1383年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾐｰﾗｰﾝ･ｼｬｰがﾍﾗｰﾄを併合
1383年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ﾎﾞﾘｽ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~1392年)
1383年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝第6代国王ｱﾌﾏﾄﾞ[ｳｳﾞｧｲｽ1世の子.ﾌｻｲﾝ1世の弟](~1410年)
1383年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾞﾅｰﾄ･ﾄﾛﾉ｣(~1385年)
1383年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ摂政｢ﾌｨｵﾚﾝﾂｧ2世ｻﾇｰﾄﾞ(~1397年)
1383年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公代理総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ｽﾍﾟﾗﾝ｣(⇒1396年､ｱｶｲｱ公~1402年)
1383年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾃｵﾄﾞﾗｽ･ﾘｭﾊﾞﾙﾀｲﾃｨｽ｣(~1392年)
1383年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾓﾚｱｽ尊厳公(対立統治者)｢ﾃﾞｨﾐﾄﾘｵｽ･ｶﾝﾀﾞｸｼﾞﾉｽ｣(~1384年)
1383年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾏﾀﾞﾆｽﾞ･ﾊﾝ｢Sihabeddin Ahmed･ﾍﾞｲ｣(~1416年)
1383年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ﾌｨｵﾄﾞﾗｽ｣(~1387年)
1383年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がｱﾄｽ半島を占領(~1403年1月)
1383年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣
1383年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ公｢ﾊﾞﾙｼｬ･ﾊﾞﾙｼｯﾁ･ｾﾞﾂｺｲ｣反体制派(~13850918死去)
1383年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｼｭﾃﾌｧﾝ2世ﾗｯｸﾌｨ｣(~1384年)
1383年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｴｰﾘﾋ｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の息子(~14270528死去)
1383年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<復位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Abu Zayyan Muhammad2世ibn Uthman｣(~1384年)
1383年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとｶｽﾃｨﾘｱとの間で講和条約が結ばれた
1383年1月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ6世の軍隊が急襲し､ﾊﾟﾘの｢ﾏｲﾖﾀﾝの乱｣の叛徒を鎮圧
1383年2月1日-09:00|日本|  ||弘和2;永徳2年12月28日|<即位>100代｢後小松天皇｣幹仁親王(~14120829)
1383年2月3日-09:00|日本|  ||弘和3;永徳3年|<交替>讃岐･土佐国守護｢細川頼元｣⇒｢細川頼之｣(~元中9･明徳3
  年3月2日(13920325)死去)
1383年2月3日-09:00|日本|  ||弘和3;永徳3年|<任命>日向国守護｢大友親世｣(~至徳元･元中元(1384)年)
1383年2月3日-09:00|日本|京都府京都市左京区|弘和3;永徳3年|この年､足利義満が釈迦･薬師･弥勒三像を南禅
  寺に造立
1383年2月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣
1383年2月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾓｳﾌﾞﾚｰ｣(⇒1397年兼ﾉｰﾌｫｰｸ公爵~13990927死去)
1383年3月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世ｸﾘｽﾎﾟ｣(~1397年)
1383年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ6世｣
1383年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ7世｣(~13911101死去)
1383年3月13日-09:00|日本|  ||弘和3;永徳3年2月9日|今川了俊､武家教訓書｢竹馬抄｣を著す
1383年4月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団対立ﾏｽﾀｰ｢ﾘｯｶﾙﾄﾞ･ｶﾗｯﾁｮﾛ｣(~13950518没)
1383年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾘｰﾉ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣｢ｷﾞﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｷｰﾉ｣
1383年4月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｶﾞﾅ｣(~同日)⇒｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾓﾝﾀﾙﾄﾞ｣(~1
  3840614死去)
1383年4月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣
1383年4月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾏｸﾞﾇｽ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の息子(~13840901死去);｢ｱ
  ﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世｣ﾊｲﾝﾘﾋ3世の息子､共同統治者(~13881224死去)
1383年4月30日-09:00|日本|  ||弘和3;永徳3年3月27日|<死去>懐良親王(55歳､生年1329年/南朝皇族)
1383年5月15日-09:00|日本|福島県白河市|弘和3;永徳3年4月13日|小山義政の子の若犬丸は奥州に逃れ､鎌倉公
  方足利氏満と白河に戦うが敗れて､所在不明となり嫡流としての小山氏はここで一旦は滅亡
1383年5月16日-09:00|日本|  ||弘和3;永徳3年4月14日|今川方の相良前頼が南朝に帰順
1383年6月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾖﾊﾈｽ6世ｶﾝﾀｸｾﾞﾉｽ(生年1295年､元東ﾛｰﾏ帝国ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ王朝の皇帝)
1383年7月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･昌符7年6月|ﾁｬﾝﾊﾟ軍が再びﾊﾉｲを襲撃
1383年7月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ｼﾞｬｯｸ･ﾃﾞ･ﾎﾞｰ｣
1383年8月11日-09:00|日本|京都府京都市|弘和3;永徳3年7月12日|京都豪雨､鴨川氾濫､四条橋･五条の橋流失
1383年9月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾜｰｽｨｸ2世｣(~13861113)
1383年9月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｺｰﾄﾈｲ卿｣(1回目~13841102)
1383年9月7日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|弘和3;永徳3年8月10日|宗良親王､遠江国井谷に下向/天野一党･井
  伊一族これを守る
1383年9月28日-09:00|日本|兵庫県加東市|弘和3;永徳3年9月2日|赤松氏則､幕府軍と播磨国清水で交戦し敗死
1383年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙﾅﾙﾃﾞｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ｣｢ｼﾞｬﾝﾆｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｶｳﾞｧｯﾙｯﾁｮ｣
1383年10月10日-09:00|日本|京都府京都市上京区|永徳3;弘和3年9月14日|足利義満､安聖院を鹿苑院と改める
1383年10月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世美男王｣(誕生1345年)
1383年10月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ女王｢ﾍﾞｱﾄﾘｽ｣(~13850406)
1383年10月22日-09:00|日本|愛知県名古屋市港区|永徳3;弘和3年9月26日|尾張国氷上社において､遷宮が行われ
  る
1383年10月28日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<就任>ﾍﾟｸﾞｰ摂政｢ﾏﾊ･ﾃﾞｳｨ｣(~13840104)
1383年11月-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Taj al-Din Shah-i Shahan Abu'l Fath｣(~1403.
  2死去)
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1383年11月22日-09:00|日本|  ||弘和3;永徳3年10月27日|<譲位>98代長慶天皇
1383年11月22日-09:00|日本|  ||弘和3;永徳3年10月27日|<践祚>99代後亀山天皇(~13921005)
1383年11月22日-09:00|日本/中国|沖縄県|弘和3;永徳3年10月|汪英紫､甥の山南王､明に進貢
1383年11月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾋﾞｻﾞﾝﾂ皇帝との条約
1383年11月25日-09:00|日本|  ||弘和3;永徳3年11月|<任命>摂津国守護｢細川頼元｣(~応永4年5月7日(13970602)
  死去)
1383年12月7日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ1世｣兼ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｳﾞｪﾝｾｽﾗｽ1世
  ｣
1383年12月8日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ2世｣ﾄﾞｲﾂ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王(~13880226退位)
1384年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾌﾞﾙｰﾉ･ﾌｫﾝ･ﾎｯﾎｼｭﾀﾃﾞﾝ｣(~同年)
1384年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｲｽﾌｪﾝﾃﾞｨﾔﾘｽﾞ君主｢ｽﾚｲﾏﾝ2世ｻｰ｣(~1385年)
1384年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｴｽﾃ辺境伯｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世｣
1384年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾍﾝﾘｸ･ﾔｰﾝ(ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯ﾊｲﾝﾘﾋ2世)｣
1384年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ=ｻﾞｳｾﾝﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ｣
1384年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ2世｣
1384年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｴｽﾃ辺境伯｢ｱｯﾂｫ10世｣(~1415年死去)
1384年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾄﾏ･ｵｯﾄﾞ･ｽｳﾞ･ﾕﾙﾔ｣(~1385年)
1384年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ6世｣(~14040805死去),｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣(~1397年)
1384年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾈﾑ(西ｱﾌﾘｶ)王｢ｳﾏﾙ･ﾋﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽ｣ﾎﾞﾙﾇｰに遷都(ｶｰﾈﾑ=ﾎﾞﾙﾇｰ帝国)
1384年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾙｲｰｼﾞ2世｣(~1417年)対立王､1389年から1399年までﾗﾃﾞｨｽﾞﾗｰｵ1世に取っ
  て代わった
1384年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<復位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾝﾑｰ2世｣(~1387年)
1384年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Roger Walden｣(~1385年)
1384年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ｣(~13990930国王ﾍﾝﾘｰ4世となる)
1384年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲﾔﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世｣(~1386年)
1384年1月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ女王ﾍﾞｱﾄﾘｽの夫でもあるｶｽﾃｨﾘｱ王ﾌｧﾝ1世がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに侵入
1384年1月2日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬｰ･ｳｰ｣
1384年1月4日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾗｰｻﾞｰﾃﾞｨﾘ｣(~14211229没)
1384年1月23日-09:00|日本|  ||弘和4;永徳4年|<交替>大隅国守護｢今川貞世｣退任⇒｢島津氏久｣(~元中4･嘉慶元
  年閏5月4日(13870620)死去)
1384年1月23日-09:00|日本|  ||弘和4;永徳4年|<交替>日向国守護｢大友親世｣⇒｢今川貞世｣(~不詳)
1384年1月23日-09:00|日本|  ||弘和4;永徳4年|<任命>信濃国守護｢斯波義種｣(~嘉慶元･元中4(1387)年6月)
1384年1月23日-09:00|日本|山梨県甲州市|弘和4;永徳4･至徳元年|この年､後醍醐天皇の第6皇子である無文元選
  が甲斐塩山元中寺建立
1384年1月30日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ対立大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ｣ｹｰｽﾄｩﾃｨｽの子(⇒13920805､ﾘﾄｱﾆｱ大公~1430
  1027没)
1384年1月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｱﾙﾄﾜ伯･ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ﾙｲ3世｣兼ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾙｲ2世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ
  伯｢ﾙｲ1世｣
1384年1月30日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ3世｣兼ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ2世｣兼ﾇｳﾞ
  ｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ｣ﾙｲ2世の娘(~14050316死去);ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣兼ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌ
  ﾟ1世｣ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公(~14040427死去)
1384年1月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾙｲ2世｣(~14170429死去)
1384年3月19日-09:00|日本|  ||弘和4;至徳元年2月27日|北朝が｢至徳｣に改元
1384年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｻﾝﾍﾟﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ｣｢ﾏﾙﾁﾉ･ﾃﾞｨ･ｹﾞﾛﾛ･ﾃﾞ･ﾋﾟｽﾄﾙｼﾞ｣
1384年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢William Douglas｣
1384年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢James Douglas｣(~13880814戦死)
1384年5月18日-09:00|日本|  ||元中元;至徳元年4月28日|南朝が｢元中｣に改元
1384年5月21日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|元中1;至徳1年5月|無文元選(後醍醐天皇第7皇子)､奥山六郎次郎
  朝藤に迎えられ､方広寺(引佐町奥山)開創
1384年6月8日-09:00|日本|静岡県|元中1;至徳1年5月19日|<死去>遠江国守護｢今川範国｣90歳/子の了俊が継ぐ(~
  元中5･嘉慶2(1388)年)
1384年6月8日-09:00|日本|静岡県富士宮市|元中1;至徳1年5月19日|<死去>観阿弥が駿河の浅間社で/52歳(誕生:
  元弘3(南);正慶2(北)(1333))/能楽観世流の祖
1384年6月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾓﾝﾀﾙﾄﾞ｣
1384年6月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵｯﾄ1世ｱﾄﾞﾙﾉ｣(2期目~13900803)
1384年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾏｸﾞﾇｽ1世｣
1384年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾖﾊﾝ4世｣ﾏｸﾞﾇｽ1世の息子(~14221016死去);｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋ
  ﾄ3世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の息子､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王(~14120401死去)
1384年9月16日-09:00|日本|熊本県上益城郡益城町|元中元;至徳元年9月|菊池武朝､今川仲秋と戦い腰尾城を抜
  く
1384年9月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ対立王｢ﾙｲｰｼﾞ1世｣兼ｶﾗﾌﾞﾘｱ公｢ﾙｲｰｼﾞ｣兼ｱﾝｼﾞｭｰ公･ﾄｩｰﾚｰﾇ公･ﾎ
  ﾟﾜﾃｨｴ伯･ﾒｰﾇ伯･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾙｲ1世｣45歳
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1384年9月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾙｲ2世｣(~14170429死去)
1384年9月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ対立王｢ﾙｲｰｼﾞ2世｣(~14170429死去)
1384年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ﾁｪｯｺﾛ｣｢ﾍﾞﾈﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾌｫｽｺ｣
1384年10月9日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬｰ･ｼｭｼﾞｬｰ｣
1384年10月9日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｻﾞｲﾇﾙ･ｱｰﾋﾞﾃﾞｨｰﾝ｣(~1387年ﾃｨﾑｰﾙの侵攻を受けて廃位)
1384年10月16日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾔﾄﾞｳﾞｨｶﾞ･ｱﾝﾃﾞｶﾞｳﾞｪﾝｽｶ｣ﾗﾖｼｭ1世の娘/男性の王として
  即位(1386年より夫のｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ2世ﾔｷﾞｪｳｫと共同統治~13990717)
1384年11月2日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｵｰﾓﾝﾄﾞ伯ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~13850506)
1384年12月23日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾄﾏｽ2世ｺﾑﾆﾉｽ･ﾊﾟﾗｲｵﾛｺﾞｽ｣
1384年12月23日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾏﾘｱ･ｱﾝｼﾞｪﾘｰﾅ･ﾄﾞｩｶｲﾅ･ﾊﾟﾚｵﾛｼﾞｰﾅ｣(~1385年2月)
1385年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ｾｰﾝﾑｱﾝﾏｰ｣(~1401年)
1385年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝｢Sultana Dhaain Keerithi Maha Rehendi｣(~1388年廃位)
1385年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ1世黒候｣
1385年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｺ･ｾﾞｰﾉ｣(~1387年)
1385年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾀﾞﾝ1世｣ﾗﾄﾞｩｰ1世の息子(~13860923死去)
1385年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ﾈﾘｵ1世｣(~13940917死去)
1385年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｲｽﾌｪﾝﾃﾞｨﾔﾘｽﾞ君主｢Isfendiyar･ﾍﾞｲ｣(~1440年)
1385年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｴﾋﾟﾛｽはｵｽﾏﾝ帝国の宗主権下(~1430年)
1385年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がｿﾌｨｱを占領
1385年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾘﾄｱﾆｱとﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞが｢ｸﾚｳﾞｫの合同｣
1385年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾓｰﾘｯﾂ2世｣(~1420年)
1385年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾊﾟﾘｼﾞｭﾅ｣ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ(~1386年)
1385年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲﾜﾝ･ｵｯﾄﾞ･ﾊﾟﾘｼｭﾈ｣(~1386年)
1385年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ﾃﾞｹﾞﾝﾊﾙﾄ･ﾌﾞｯｹﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ｣
1385年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾏｲｹﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾎﾟｰﾙ｣(~1388.2剥奪)
1385年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾖｰｸ公｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｸﾞﾘｰ｣ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯(~14020801死去)
1385年1月12日-09:00|日本|熊本県宇城市|元中元;至徳元年12月|菊池武朝､今川五郎を亀崎城に攻めて抜く
1385年2月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ｲｻｰﾌ･ﾌﾞｵﾝﾃﾙﾓﾝﾄ｣(~14110206死去)
1385年2月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾊﾟﾄﾞｳﾞｧに対してﾌﾘｳﾘ人との同盟
1385年2月10日-09:00|日本|  ||元中2･至徳2年|<交替>甲斐国守護｢武田信春｣⇒｢武田信満｣(~応永24年2月6日(1
  4170222)死去)
1385年2月10日-09:00|日本|静岡県磐田市|元中2;至徳2年|日什上人､玄妙寺(見付)草創
1385年2月19日-09:00|日本|熊本県八代市|元中2;至徳2年1月10日|島津氏久･島津伊久･相良前頼､款を南軍に納
  れて､二見の北朝宮内大輔三雄を攻めようとする/宮内大輔三雄退いて佐敷を保つ
1385年3月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｫﾝ･ﾌﾘｰﾏｰｽﾊｲﾑ｣
1385年3月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長代行｢ﾛﾋﾞﾝ･ﾌｫﾝ･ｴﾙﾂ｣(~13880810)
1385年3月12日-09:00|日本|沖縄県|元中2･至徳2年2月|汪英紫､大ｸﾞｽｸを攻め取り次男のｼﾀﾙｰを大ｸﾞｽｸ按司にす
  る
1385年3月21日-09:00|日本|鹿児島県|元中2;至徳2年2月10日|大隅の禰寝氏､南朝に寝返る
1385年3月28日-09:00|日本|  ||元中2;至徳2年2月17日|<任命>(南朝)肥前国守護｢相良前頼｣(~元中9･明徳3(139
  2)年)
1385年4月5日-09:00|日本|静岡県島田市|元中2;至徳2年2月25日|滝道鑑斎､上湯日村天神社創建
1385年4月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｼﾞｮｱﾝ1世｣(~14330814死去)ﾍﾟﾄﾞﾛ1世の非嫡出子
1385年4月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢Spinetta2世Malaspina｣(~1398年死去)
1385年4月10日-09:00|日本|京都府京都市右京区|元中2;至徳2年3月|足利義満､禅殺宝幢寺を建てる
1385年5月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｼﾞｬﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(⇒13950905ﾐﾗﾉ公~14020903死去)
1385年5月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾍﾞﾙﾅﾎﾞ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~12.18死去)
1385年5月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｺｰﾄﾈｲ卿｣(2回目~13860422)
1385年6月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再位>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾝﾄﾆｵｯﾄ1世ｱﾄﾞﾙﾉ｣(~1390年)
1385年6月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>元東ﾛｰﾏ帝国ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ王朝の皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ4世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(生年1348年)
1385年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公･ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣
1385年7月8日-09:00|日本|長野県木曽郡木曽町|元中2;至徳2年6月1日|木曽家信､木曽御嶽権現の社殿を造立､尋
  で､また水無大明神の社殿を造立
1385年7月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||16歳のﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ6世､｢ﾊﾞｲｴﾙﾝ公家｣のｴﾘｻﾞﾍﾞﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊﾞｲｴﾙﾝ(ｲｻﾞﾎﾞｰ･ﾄﾞ･ﾊﾞｳﾞｨｴ
  ｰﾙ)と結婚
1385年8月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾖｰｸ公｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾗﾝｸﾞﾘｰ｣初代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯(~14020801死去)
1385年8月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾛｽﾀｰ公｢ﾄﾏｽ･ｵﾌﾞ･ｳｯﾄﾞｽﾄｯｸ｣(~13970908暗殺される)
1385年8月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第4代ｹﾝﾄ女伯｢ｼﾞｮｰﾝ･ｵﾌﾞ･ｹﾝﾄ｣(生年1328年､ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ黒太子の妃)
1385年8月7日-09:00|日本|徳島県阿波市|元中2･至徳2年7月|細川頼之,阿波国秋月に宝冠寺を創建し､絶海中津
  をその開山とする
1385年8月14日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Nuno Alvares Pereira｣(~14341101死去)
1385年8月14日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<ｱﾙｼﾞｭﾊﾞﾛｰﾀの戦い>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｼﾞｮｱﾝ1世が､ｶｽﾃｨﾘｱ王ﾌｧﾝ1世の軍を撃
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  ち破り､ｱｳﾞｨｽ朝ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国の独立を確保
1385年9月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｽ･ﾁｪｼ･ﾌｪﾙｿﾚﾝﾄﾞｳﾞｧｲ｣(2回目~1386年10月)
1385年9月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ公･ｸﾞﾛｽﾀｰ公｢Thomas of Woodstock｣(~13970908殺害される)
1385年9月14日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|元中2;至徳2年8月10日|<死去>宗良親王､井伊城にて/72歳
1385年9月18日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞﾆｱ公｢ﾊﾞﾙｼｬ･ﾊﾞﾙｼｯﾁ･ｾﾞﾂｺｲ｣
1385年9月18日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾞｰﾀ･ﾘﾄﾗﾙ卿｢ﾊﾞﾙｼｬ2世ﾊﾞﾙｼｯﾁ｣
1385年9月18日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾞｰﾀ･ﾘﾄﾗﾙ卿｢ｼﾞｭﾗｼﾞ2世ｽﾄﾗﾁﾐﾛｳﾞｨｯﾁ｣(~1403年4月死去)
1385年10月5日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武17年9月|倭船150艘､高麗の咸州､洪原などを襲い､人民を
  皆殺しにする/李成桂､奮戦してこれを破る
1385年10月6日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾃｨﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｾｰﾋ･ﾌｪﾙｿﾚﾝﾄﾞｳﾞｧｲ｣(~12月)
1385年11月4日-09:00|日本/中国|沖縄県|元中2･至徳2年10月|汪英紫､甥の山南王､明に進貢
1385年11月6日-09:00|日本|和歌山県海南市|元中2;至徳2年10月3日|楠木正久､紀伊国の篠城で戦死
1385年12月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ侯爵ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾞ･ｳﾞｪｰﾙ｣(着任せず~1386年
  ⇒13861013､ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ公)
1385年12月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ侯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣9代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯(⇒13861013兼ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ公､1
  388.2剥奪~13921122事故死)
1385年12月9日-09:00|日本|愛媛県松山市|元中2;至徳2年11月7日|重賢(姓不明)ら､大通智勝仏を造る
1385年12月22日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元中2;至徳2年11月20日|相国寺･大仏殿成る
1385年12月31日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｶｰﾛｲ2世短命王｣ﾅﾎﾟﾘ王ｶﾙﾛ3世(~13860224
  暗殺される)
1385年12月31日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<退位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾏﾘｱ｣
1386年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｶｰｵ王国国王ｶﾑﾀﾝ(~1396年)
1386年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙが第3次西征を開始､ｲﾗﾝ西部のﾛﾚｽﾀｰﾝに侵入し破壊
1386年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ｣戦死
1386年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾕｰﾘｰ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1392年)
1386年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｱﾝﾄﾞﾚｴｳﾞｨﾁ｣(~1394年)
1386年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Khwaja 'Ali-yi Mu'ayyad ibn Masud｣
1386年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾙｺｰﾑﾘ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~13990812死去)
1386年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬ支配者｢ｲｳﾞｧﾝｺ｣(~1388年)
1386年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｱﾏｽｨﾔを併合
1386年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国がﾃｯｻﾘｱに侵攻しﾗﾘｻを一時的に占領
1386年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝ﾊﾞﾙｸｰｸがｶｲﾛにﾏﾄﾞﾗｻを建設
1386年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｸﾗｳｽ(ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯ﾆｺﾗｳｽ)｣
1386年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Peter2世｣(~13870106死去)
1386年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯｢ﾙｲ1世｣(~1406年)
1386年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢John2世｣John1世の息子(~1394年)406年)
1386年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾓｰﾘｯﾂ2世｣(~1420年)
1386年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ伯｢John de Valois｣(~1401年)
1386年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｹﾞｱﾊｰ2世｣(ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ6世｣~14040805死
  去)
1386年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾗｲﾝ選帝侯の通貨同盟が結成
1386年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1386年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ女伯｢ﾕｰﾌｪﾐｱ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞの娘(~1413年)
1386年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾌﾞｶﾙ･ﾀﾞﾗ･ﾎﾞﾖﾝﾎﾞ｣(~1394年)
1386年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ5世｣(~1387年)
1386年1月4日-09:00|日本|  ||元中2;至徳2年12月3日|<任命>山城国守護｢山名氏清｣(~至徳3･元中3(1386)年)
1386年1月31日-09:00|日本|  ||元中3;至徳3年|<退任>丹後国守護｢山名義幸｣満幸が継ぐ(~元中8･明徳2(1391)
  年11月8日解任)
1386年2月15日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<改名>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｮｶﾞｲﾗ｣⇒｢ｳﾞﾗﾃﾞｨｽﾛｳﾞｧｽ｣(⇒18日､兼ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ
  2世)
1386年2月18日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ2世｣ﾘﾄｱﾆｱ大公ｳﾞﾗﾃﾞｨｽﾛｳﾞｧｽ(1399年ま
  で妻ﾔﾄﾞｳﾞｨｶﾞと共同統治~14340601死去)
1386年2月24日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｶｰﾛｲ2世短命王｣兼ﾅﾎﾟﾘ王｢ｶﾙﾛ3世｣派
  閥闘争に巻き込まれ殺害される.黒幕は元ﾊﾝｶﾞﾘｰ女王ﾏｰﾘｱの母でﾗﾖｼｭ1世の未亡人ｴﾘｻﾞﾍﾞﾀ･ｺﾄﾛﾏﾆｯﾁ
1386年2月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾞﾗｰｵ1世｣(~1389年廃位)
1386年2月24日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<復位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾏﾘｱ｣(2回目~9.4)
1386年3月1日-09:00|日本|静岡県湖西市|元中3;至徳3年2月1日|吉美郷の佐原常慶･内藤金平延兼､日什上人を開
  山に延兼山妙立寺(吉見)開基
1386年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾌﾗﾝｼｽｺ｣｢ｺﾞｯﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ﾑｯﾁｮﾘｰﾉ｣
1386年4月22日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾎﾜｲﾄ｣(~8.30)
1386年5月9日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙのｼﾞｮｱﾝ1世が､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞと同盟を結ぶ(ｳｨﾝｻﾞｰ条約)
1386年5月28日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｲｵﾆｱ諸島がｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国の領有地となる
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1386年5月28日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄはｳﾞｪﾈﾂｨｱ支配下(~17970628)
1386年5月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｺﾙﾌ島降伏
1386年6月7日-01:00|ｽｲｽ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋがｾﾞﾝﾊﾟｯﾊの戦いでｽｲｽ農民軍に打ち破られた
1386年6月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽｲｽ|  |||ｾﾞﾝﾊﾟｯﾊの戦い｡ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家のﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ3世が旧領奪回を図ってｾﾞﾝﾊﾟｯﾊの
  山間地帯でｽｲｽ同盟軍と戦い､敗北し戦死する｡(誕生:1351)
1386年6月24日-09:00|日本|栃木県小山市|元中3;至徳3年5月27日|小山犬若丸､下野国の祇園城に挙兵して守護
  代木戸修理亮を不留恵山で撃破
1386年6月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞﾙｸ大学が創設される
1386年7月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>内ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ3世｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世
  ｣兼ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ｣
1386年7月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ1世｣
1386年7月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾍｯｿ｣(~1410年)､｢ﾖﾊﾝ｣(~1409年)
1386年7月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>前方ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ4世｣ﾚｵﾎﾟﾙﾄ3世の息子(~14110603死去40歳)
1386年7月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公･内ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｶﾙﾆｵﾗ公･ﾁﾛﾙ伯｢ｳﾞｨﾙﾍ
  ﾙﾑ洗練公｣ﾚｵﾎﾟﾙﾄ3世の息子(~14060715死去36歳)
1386年7月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ誓約同盟軍が､ｾﾞﾝﾊﾞﾊの戦いでｵｰｽﾄﾘｱ軍を破る
1386年7月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王代行｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾏﾙｸｸﾞﾗｰﾌ･ﾂｰ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大
  将｣(~13870331)
1386年8月5日-09:00|日本|京都府京都市|元中3;至徳3年7月10日|室町幕府､南禅寺を天下第一,五山の上とし,天
  龍寺･相国寺･建仁寺･東福寺･万寿寺を京都五山と定めた
1386年8月7日-09:00|日本|栃木県小山市|元中3;至徳3年7月12日|小山若犬丸､足利氏満軍襲来と聞き祇園城を放
  棄して逃走
1386年8月30日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ｽﾀﾝﾚｰ｣(1回目~1387年11月)
1386年9月2日-09:00|日本|  ||元中3;至徳3年8月8日|<任命>(南朝)征夷大将軍｢尹良親王｣(~1392年)
1386年9月13日-09:00|日本|広島県尾道市|元中3;至徳3年8月19日|尾道西国寺薬師堂の造立成る
1386年9月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾀﾞﾝ1世｣
1386年9月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾙﾁｬ1世老公｣ﾗﾄﾞｩｰ1世の息子(1期目~1394年11月)
1386年9月24日-09:00|日本|熊本県宇土市|元中3;至徳3年9月|今川了俊,河尻･宇土を攻略
1386年9月25日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|元中3;至徳3年9月2日|南朝方の赤松氏範､播磨国清水山で戦死
1386年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾗｸﾌｨ･ｻｸﾄﾙﾆｬｲ｣(~1392年11月)
1386年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ公｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ侯･9代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯(~1388.2剥奪~
  13921122事故死)
1386年10月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢Hugh Stafford｣
1386年10月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢Thomas Stafford｣(~13920704死去)
1386年11月9日-09:00|日本|京都府京都市東山区|元中3;至徳3年10月17日|明兆の五百羅漢図(東福寺)できる
1386年11月13日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｳﾀｽｨﾑ｣(~1389年)
1386年11月30日-09:00|日本|愛媛県西予市|元中3;至徳3年11月8日|寂証､｢歯長寺縁起｣をつくる
1387年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世｣(~1389年死去)
1387年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾙﾂｸ公(ﾘｭｰﾘｸ朝･ﾄｩｰﾛﾌ･ｲｼﾞｬｽﾗﾌ家)ﾕｰﾘｰ
1387年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬｰ･ﾔﾌﾔｰ｣(~1391年弟のｼｬｰ･ﾏﾝｽｰﾙに背かれて廃された)
1387年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｻﾞｲﾇﾙ･ｱｰﾋﾞﾃﾞｨｰﾝ｣ﾃｨﾑｰﾙの侵攻を受け
1387年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<廃止>ﾎﾟﾛｯｸ公国
1387年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾞﾅｰﾄ･ﾓﾛ｣(1回目~1389年)
1387年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ｱﾙﾝﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ｱﾙﾃﾅ｣(~1397年)
1387年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾃｯｻﾛﾆｷがｳﾞｪﾈﾁｱ領となり､ｳﾞｪﾈﾁｱとｵｽﾏﾝが戦争
1387年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ2世｣(~1454年死去)
1387年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ･ﾗｯｸﾌｨ｣(~同年)⇒｢ﾃﾞｨｵﾆｼﾞｴ･ｵｯﾄﾞ･ﾙﾁｪﾝｶ
  ｣(~1389年)
1387年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾛｿﾝﾂｨ｣(~1389年)
1387年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ﾍﾞﾝﾄ･ﾋﾞｸﾞ･ｸﾞﾗｯﾍﾞ｣
1387年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の次男(~13970121)ｱﾙﾌ
  ﾞﾚﾋﾄ1世と共同統治
1387年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<復位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Abu Zayyan Muhammad2世ibn Uthman｣(~同年)⇒｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾝﾑｰ2
  世｣(~1389年)
1387年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾄﾙｽﾃｲﾝ･ｴｲﾖﾙﾌｿﾝ｣(3回目~同年)⇒｢ｴｲﾙｸﾙ･ｸﾞﾄﾞﾑﾝﾄﾞｿﾝ
  ｣(~13880223没)
1387年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Maghan2世｣(~1389年)
1387年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾙ=ｱｯﾊﾞｽ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1393年)
1387年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾁｮｰｻｰが｢ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ物語｣を著す
1387年1月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｶﾙﾛｽ2世｣54歳
1387年1月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王国国王｢ｶﾙﾛｽ3世｣ｶﾙﾛｽ2世とｼﾞｬﾝﾇの男子(~14250908死去64歳)
1387年1月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ王兼ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ4世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾍﾟﾗ3世尊儀王｣68歳



1390迄(1294件)

1387年1月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王｢ﾌｱﾝ1世｣兼ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｼﾞｭｱﾝ1世狩猟王･不
  注意王･優雅者の愛好者｣ﾍﾟﾄﾞﾛ4世とﾚｵﾉｰﾙ･ﾃﾞ･ｼｼﾘｱの息子(~13960519死去46歳)
1387年1月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公(ｼﾁﾘｱ王)｢ｱﾗｺﾞﾝ王ﾍﾟﾄﾞﾛ4世｣
1387年1月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢John1世｣(~1398年)
1387年1月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Peter2世｣
1387年1月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾌｧﾝ1世(狩猟王,不注意王,優雅者の愛好者)｣(~13960519死去)
1387年1月16日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王兼ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ﾗﾖｼｭ1世の2番目の妃｢ｴﾘｻﾞﾍﾞﾀ･ｺﾄﾛﾏﾆｯﾁ
  ｣､反対派に幽閉されて暗殺される
1387年1月20日-08:00|中国|  ||明･洪武20年|明で魚鱗図冊(土地台帳)を制定
1387年1月21日-09:00|日本|  ||元中4;至徳4年|<交替>筑前国守護｢今川貞世｣⇒｢少弐貞頼｣(~応永11年6月20日(
  14040727)死去)
1387年1月21日-09:00|日本|静岡県駿東郡小山町|元中4;至徳4年|正巌徳勝(楠正勝)､法雨山甘露寺(菅沼)開基
1387年1月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾁｬﾝﾀﾞｰﾘ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~14061218死去)
1387年2月25日-09:00|日本|京都府京都市|元中4;至徳4年2月7日|<就任>摂政｢近衛兼嗣｣(~嘉慶2年3月26日)
1387年3月31日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｼﾞｸﾞﾓﾝﾄﾞ1世ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｷﾞ｣ﾏｰﾘｱの夫.ﾏｰﾘｱと共
  同統治(ﾄﾞｲﾂ国王ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ兼ﾎﾞﾍﾐｱ王ｼﾞｸﾑﾝﾄ~14371209死去)
1387年4月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ総督｢ｽｷﾙｶﾞｲﾗ｣(~13920805)
1387年4月9日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾃｻﾛﾆｷはｵｽﾏﾝ帝国の一部(ﾙﾒﾘｱ州の一部)(~1403年1月)
1387年4月19日-09:00|日本|  ||元中4･至徳4年4月|<死去>加賀国守護｢富樫昌家｣
1387年4月19日-09:00|日本|  ||元中4;至徳4年4月|<任命>加賀国守護｢斯波義種｣(~元中8･明徳2(1391)年)
1387年5月16日-09:00|日本|長野県長野市|元中4;至徳4年4月28日|村上頼国･小笠原清順長基､･高梨朝高等､信濃
  守護斯波義種に叛し､兵を善光寺に挙ぐ
1387年6月10日-09:00|日本|長野県松本市|元中4;至徳4年5月24日|<建立>源豊重､筑摩郡牛伏寺の地蔵菩薩像
1387年6月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武19年6月|高麗,元服を改め明の制度に従う
1387年6月20日-09:00|日本|鹿児島県|元中4;至徳4年閏5月4日|<死去>大隅国守護｢島津氏久｣元久が継ぐ(~応永1
  8年8月6日(14110825)死去)
1387年7月16日-09:00|日本|  ||元中4;至徳4年6月|<交替>信濃国守護｢斯波義種｣⇒｢斯波義将｣(~応永6(1399)年
  10月)
1387年7月22日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元中4;至徳4年6月7日|妙顕寺､再び比叡山僧徒により破却
1387年8月10日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ女王｢ﾏﾙｸﾞﾚｰﾃ1世｣(~13960123)
1387年8月16日-09:00|日本|  ||元中4;至徳4年7月2日|<死去>足利直冬(足利尊氏の落胤)
1387年8月23日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ﾉﾙｳｪｰ連合国王｢ｵｰﾗｳﾞ4世ﾎｰｺﾝｿﾝ｣
1387年8月23日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ﾙﾝﾄﾞ大司教ﾓｰｹﾞﾝｽ･ﾆｰﾙｾﾝ･ﾆｰﾙｾﾝ｣国務院議長(~13870810)
1387年8月23日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ摂政｢ｵｸﾞﾑﾝﾄ･ﾌｨﾝｿﾝ･ﾍｽﾄﾎﾞｰ｣(~13880202)
1387年9月2日-09:00|日本|茨城県つくば市|元中4;至徳4年7月19日|足利氏満､上杉朝宗に命じ小田孝朝を常陸国
  の小田城に攻撃/孝朝敗れ男体城に逃れる
1387年9月13日-09:00|日本|  ||元中4;至徳4年8月|<任命>下野国守護｢結城基光｣(~永享2年5月11日(14300601)
  死去)
1387年9月26日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの家臣(~1394年)
1387年10月5日-09:00|日本|  ||元中4;嘉慶1年8月23日|北朝が｢嘉慶｣に改元
1387年10月9日-09:00|日本|長野県長野市|元中4;嘉慶1年8月27日|村上頼国等､信濃守護代二宮氏泰を善光寺横
  山城に攻む､市河頼房､氏泰に属して之と戦ひ､敗れて埴科郡生仁城に遁る､尋で､頼国等､同城を攻めて､之を陥
  る
1387年10月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉのｼﾞｬﾝ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫが､ｳﾞｪﾛｰﾅを奪う
1387年11月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾃｨﾑｰﾙがｲｽﾌｧﾊｰﾝに侵略し､住民を虐殺
1387年11月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾐｰｽ司教ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｽｺｯﾄ｣(1回目~13891025)
1387年11月7日-09:00|日本|長野県塩尻市|元中4;嘉慶1年9月26日|北党諏訪頼寛頼継の兵､小笠原清順長基の軍
  と､筑摩郡熊井原に戦ひて敗る
1387年11月12日-09:00|日本/中国|沖縄県|元中4･嘉慶元年10月|汪英紫､南山王の使者として明に渡る(翌年5月､
  明から帰る)
1387年11月30日-09:00|日本|兵庫県淡路市|元中4･嘉慶元年10月19日|<死去>淡路国守護｢細川氏春｣満春が継ぐ(
  ~応永6(1399)年11月20日死去)
1387年12月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾘﾁｬｰﾄﾞの軍が､専制に抵抗する貴族らの軍に敗れる
1388年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||明･洪武1年8月2日|明軍がｶﾗｺﾙﾑを略奪し､破壊
1388年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第3代国王｢ﾎﾞｰﾛﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ1世ﾊﾟﾝｸﾞﾜ王｣
1388年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第4代国王｢ﾄｰﾝﾗﾝ｣(~同年死去)⇒第5代国王｢ﾗｰﾒｰｽﾜﾝ(2代目と同じ人物)｣
  (~1395年死去
1388年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ:ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ[ｿﾕﾙｶﾞﾄﾐｼｭの子](~1403年)
1388年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Abdullah2世 Suvama Abaarana｣Sultana Dhaainの夫(~同年)
  ⇒｢Osman1世 Sundhura｣(~同年)
1388年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Hassan1世 Bavana｣(~1398年)
1388年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<廃位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝｢Sultana Dhaain Keerithi Maha Rehendi｣
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1388年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｶﾗ･ｺﾕﾝﾙ朝のﾑﾊﾝﾏﾄﾞがﾀﾌﾞﾘｰｽﾞを占領
1388年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>黒羊朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶﾗ･ﾕｰｽﾌ｣(~1399年)
1388年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公国｢ﾈﾘｵ1世｣(~13940925)
1388年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾙﾊﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Hiziriah｣(~1390年)
1388年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ4世｣(~1426年)
1388年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｱﾚｯﾎﾟ総督ﾔﾙﾌﾞｶﾞｰがﾏﾑﾙｰｸ朝ﾊﾞﾙｸｰｸに反乱
1388年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬをｵｽﾏﾝ帝国が支配(ﾙﾒﾘｱ･ﾋﾞﾗｲｴｯﾄのｼﾘｽﾄﾗ･ｻﾝｼﾞｬｸの一部)
1388年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｴﾝﾘｹ｣ｶｽﾃｨｰﾘｬ王ﾌｱﾝ1世の長男(後のｶｽﾃｨｰ
  ﾘｬ王ｴﾝﾘｹ3世)(~13901009~14061225死去)
1388年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<譲位>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣従弟のﾖｰﾌﾟｽﾄに
1388年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾖｰﾌﾟｽﾄ｣ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ2世の従兄弟.ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯(⇒2.26､ﾙｸｾﾝﾌﾞ
  ﾙｸ公)
1388年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾙﾝ大学が創立される
1388年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼｭﾄﾗｽﾌﾞﾙｸがﾕﾀﾞﾔ人を追放し､以後ﾄﾞｲﾂ各地に広がる
1388年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢Archibald Douglas｣(~1400年死去)
1388年1月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞﾆｱ公･ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ領主｢ｶｰﾙ･ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾄﾋﾟｱ｣
1388年1月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ公･ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ領主｢ｼﾞｪﾙｼﾞ･ｶｰﾙ･ﾄﾋﾟｱ｣(~13920818死去)
1388年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ公･ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ侯･9代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣(~13921122事故死)
1388年2月2日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ摂政｢ﾏﾙｸﾞﾚｰﾃ･ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏﾙｽﾀﾞｯﾀｰ｣(~13890908)
1388年2月3日-09:00|日本|  ||元中4;嘉慶元年12月25日|<死去>美濃･尾張･伊勢･志摩国守護｢土岐頼康｣70歳/養
  子の康行が継ぐ(~元中7･明徳元(1390)年閏3月解任)
1388年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･光泰1年|<即位>陳朝(大越)皇帝｢順宗｣(~1398年(光泰11年)退位)光泰と改
  元(~1398年)
1388年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･光泰1年|<廃位>陳朝(大越)皇帝｢廃帝｣捕えられる
1388年2月9日-09:00|日本|広島県尾道市|元中5;嘉慶2年|天寧寺塔婆が五重塔として造立(元禄5(1692)年上部の
  二層撤去)
1388年2月23日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾄﾙｼｭﾀｲﾝ･ｴｲﾖﾙﾌｿﾝ｣(4回目~1389年)
1388年2月26日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖｰﾌﾟｽﾄ｣ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯(1回目~140
  20915)
1388年2月26日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<退位>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ2世｣
1388年2月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞﾆｪﾌｺｳﾞｫ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ･ﾋﾞｬｳｨ｣(生年生年未詳)
1388年3月3日-09:00|日本|  ||元中5;嘉慶2年1月25日|<死去>若狭国守護･三河国守護｢一色範光｣子の詮範が継
  ぐ(~応永13年6月7日(14060622)死去)
1388年3月11日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｶﾞﾙｾﾗﾝﾄﾞ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾗﾉｳﾞｧ｣(~14150415)
1388年3月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<兼任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ｣⇒ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ侯(~13930730死去)
1388年3月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ侯｢ﾆｯｺﾛ2世｣
1388年4月7日-09:00|日本|  ||元中5･嘉慶2年3月|<交替>尾張国守護｢土岐康行｣⇒｢土岐満貞｣(~明徳3･元中9(13
  92)年正月解任)
1388年4月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ同盟軍が､ｵｰｽﾄﾘｱ軍を破る(ﾈｰﾌｪﾙｽの戦い)
1388年4月22日-09:00|日本|大阪府堺市美原区|元中5;嘉慶2年3月16日|楠木正勝､舎弟正元､和田正利､同正秀､河
  内国平尾荘に兵を挙ぐ
1388年4月23日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|元中5;嘉慶2年3月17日|南軍恩地満正､貢志､崎山等討死
  して敗れ､千剣破城に退く
1388年5月7日-09:00|日本|  ||元中5･嘉慶2年4月|<交替>遠江国守護｢今川貞世｣⇒｢今川仲秋｣(⇒応永2(1395)年
  8月17日遠江西半国守護~応永6(1399)年12月)
1388年5月7日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武20年4月|高麗,洪武年号をやめる
1388年5月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公･ｻﾞｸｾﾝ選帝侯･ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣
1388年5月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ寛大公｣(~14161014死去),｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣(~1409年)
1388年5月14日-09:00|日本|  ||元中5;嘉慶2年4月8日|<就任>摂政｢二条良基｣
1388年5月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣
1388年5月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣(~14190611死去)
1388年5月19日-09:00|日本|石川県金沢市|大越･光泰1年4月13日|日什上人､延兼山妙立寺の本尊大曼荼羅を図す
1388年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｸｰﾉ2世｣
1388年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｳﾞｪﾙﾅｰ｣(~1417年)
1388年5月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ家との同盟
1388年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣(~14000116死去)
1388年6月13日-09:00|日本|愛知県一宮市|元中5;嘉慶2年5月9日|土岐詮直が､守護土岐満貞の入部を妨げようと
  し､一族同士が黒田宿で戦う
1388年6月22日-09:00|日本|茨城県笠間市|元中5;嘉慶2年5月18日|上杉朝宗､常陸国男体城を陥れ小田直高は戦
  死
1388年7月4日-09:00|日本|  ||元中5･嘉慶2年6月|<任命>安房国守護｢上杉憲方｣(~明徳元･元中7(1390)年)
1388年7月12日-09:00|朝鮮|  ||高麗･洪武20年6月9日|<即位>高麗王｢昌王(後廃王)｣(~13891202退位)
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1388年7月12日-09:00|朝鮮|  ||高麗･洪武20年6月9日|<退位>高麗王｢王ｳ(前廃王)｣
1388年7月15日-09:00|日本|  ||元中5;嘉慶2年6月12日|<就任>関白｢二条良基｣(~同日)⇒<就任>関白｢二条師嗣｣
  (~応永元年11月6日)
1388年7月16日-09:00|日本|  ||嘉慶2･元中5年6月13日|<死去>二条良基(生年1320年/元摂政･関白､歌人)
1388年8月3日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||元中5;嘉慶2年7月|了俊､高麗人250人を送還し大蔵経を求める
1388年8月3日-09:00|朝鮮/日本/韓国|  ||高麗･洪武20年7月|倭寇､高麗の光州を陥し､州郡を焼く
1388年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢James Douglas｣戦死
1388年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｸﾞﾗｽ伯｢Archibald Douglas｣(~1400年死去)
1388年8月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾃﾞｯﾌｨﾝｹﾞﾝの戦いで､ｳﾞｪﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯が､ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ都市同盟を破る
1388年9月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長代行｢ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ｵｰﾚ｣(~1389年)
1388年9月1日-09:00|朝鮮/日本/韓国|  ||高麗･洪武20年8月|鄭地が楊広･全羅･慶尚3道の兵を率いて倭寇を撃
  退
1388年9月17日-09:00|日本|大阪府堺市美原区|高麗･洪武20年8月17日|<平尾合戦(河内国)>楠木正勝は吉野の朝
  廷に詮議して､花山院長親らが率いる追加の軍勢約800を与えられ､子飼いの騎兵約200騎と合わせて計約1000
  の軍勢を率いて､深更､河内国平尾を通る経路で和泉方面へ向かおうとしたが､赤坂城に駐留していた山名氏清
  が南朝方の4倍近い約3500騎を動かして､五更(おおよそ午前2時半～午前5時ごろ)平尾に先回りし､陣を敷いた
  /正勝は､出鼻をくじかれたが､そこへ歴戦の老兵である贄川三郎左衛門と恩地伊勢守が楠木一門を鼓舞し､正
  勝は南朝最精鋭である楠木氏の騎兵200余騎を率いて自ら陣頭で武器を振るい､さらに両側から歩兵の野伏約5
  00､平一揆約300を自在に繰り出して山名軍に矢を浴びせかけた/敵の矢が尽きかけたところで､氏清は左右の
  騎馬を前に出し､楠木軍の両翼の歩兵を攻撃/南朝方が動揺したところで､数で圧倒する氏清は､まず中軍の山
  口弾正率いる騎兵300が出て鼓貝で威圧し､全軍を進め､さらに山名氏麾下の備前守貞平が鉾をふるい一騎で平
  一揆7人を倒すという武勇を見せたので､正勝の軍は散々に破れて四散/南朝方の死者数は200余り
1388年9月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ･ﾄｩｸﾞﾙｸ｣
1388年9月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾄｩｸﾞﾙｸ2世｣(~13890314死去)
1388年11月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ諸侯軍が､ﾗｲﾝ都市同盟を破る
1388年11月1日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天元10年|<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾄｸﾞｽ･ﾃﾑﾙ｣ｲｪｽﾃﾞﾙに殺害される
1388年11月1日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･天元10年|<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ｲｪｽﾃﾞﾙ｣(~1391年没)
1388年11月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾀﾞ･ｶｯﾗｰﾗ､ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｶﾞﾚｱｯﾂｫ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨに､ﾊﾟﾄﾞｳﾞｧ･ﾍﾞｯﾙｰﾉ･ﾌｪﾙﾄﾚ･ﾄﾚ
  ｳﾞｨｰｿﾞを割譲
1388年12月1日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|元中5･嘉慶2年11月2日|一宮小国薗大菩薩を髙木五郎左衛門が建
  てる
1388年12月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾚｳﾞｨｰｿﾞ､ｳﾞｪﾈﾂｨｱに引き渡される
1388年12月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世｣
1389年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ﾊﾔﾑ･ｳﾙｸ｣
1389年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ｳﾞｨｸﾗﾏｳﾞｧﾙﾀﾞﾅ｣(~1429年)
1389年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｳｻﾞﾅ2世｣(~1391年)
1389年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｲﾘﾔｰｽ･ｼｬｰﾋｰ朝｢ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣暗殺される
1389年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Sikander｣(~1413年)
1389年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Nizamuddin1世｣(~1391年)
1389年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾋｽﾞﾙ･ﾎｰｼﾞｬ｣ﾄｩｸﾞﾙｸ･ﾃｨﾑｰﾙの子.ﾃｨﾑｰﾙの義父(~1399年)
1389年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世｣
1389年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾚﾝｸﾞｳﾞｪﾆｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1407年)
1389年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>第7代ﾍﾞﾛｵｰｾﾞﾛ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ｣ﾓｽｸﾜ大公ﾄﾞﾐｰﾄﾘｰ･ﾄﾞﾝｽｺｲの息子(~1432年)
1389年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世｣(~1392年死去､ｸﾞﾙｼﾞｱ王国に併合)
1389年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾌﾞｵﾉ｣(~1391年)
1389年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｳﾞｪﾝﾈﾏｰﾙ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾘｭｯｹﾞﾈｰ｣(~1401年死去)
1389年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第10代ｶﾘﾌ｢ﾑﾀﾜｯｷﾙ1世｣(~14060109)
1389年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Salah-ad-Din Hajji2世｣(~1389年)
1389年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾊﾟﾘｼﾞｭﾅ｣ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ(2度目~1392年)
1389年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾃﾞﾄﾘｸ･ﾌﾞﾍﾞｸ｣(1度目~1392年)
1389年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Henry4世｣(~1393年)
1389年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾊﾞｲｴﾙﾝのﾖﾊﾈ｣(~1418年退任)
1389年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾞﾗｰｵ1世｣
1389年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<復位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾀｼｭﾌｨｰﾝ2世｣(~1393年)
1389年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｳﾞｨｸﾞﾌｽ･ｲｳﾞｧﾙｿﾝ｣(~1413年)
1389年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Sandaki｣(~1390年)
1389年1月28日-09:00|日本|  ||元中6;嘉慶3年|<交替>山城国守護｢赤松義則｣⇒｢山名氏清｣(~明徳元･元中7(139
  0)年)
1389年1月28日-09:00|日本|静岡県富士市|元中6;嘉慶3年|萩次郎左衛門尉氏誉､日什を開山に､妙松寺(北松野)
  開基
1389年1月28日-09:00|日本|  ||元中6;嘉慶3年1月|<死去>能登国守護｢本庄宗成｣
1389年2月6日 00:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ﾈｲｼｬﾌﾞﾙで地震(M7.3)､死者極多数
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1389年2月24日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾏﾙｸﾞﾚｰﾃ1世｣(~14121028死去55歳)
1389年2月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯｢John4世｣
1389年2月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢John5世｣(~14521218死去)
1389年3月7日-09:00|日本|  ||元中6;康応1年2月9日|北朝が｢康應｣に改元
1389年3月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾄｩｸﾞﾙｸ2世｣
1389年3月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ･ｼｬｰ｣(~1390.8)
1389年3月15日-09:00|日本/韓国/朝鮮|長崎県対馬市|元中6;康応元年2月18日|高麗の兵船100艘､倭寇の根拠地
  である対馬を攻め､船300艘と海岸の家屋を焼き､俘虜100余人を奪還
1389年3月27日-09:00|日本|  ||元中6;康応1年2月29日|<死去>善如(生年1333年/浄土真宗の僧､本願寺第四世)
1389年3月28日-09:00|日本|三重県|元中6;康応1年3月1日|南朝方の北畠顕泰が伊勢の北部を攻め､一色詮範･仁
  木義長らが防戦
1389年4月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1389年4月15日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ3世｣
1389年4月15日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ1世｣(~14041213死去)
1389年4月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の次男.ｱﾙﾌﾞﾚﾋ
  ﾄ1世と共同統治(~13970121死去)
1389年4月27日-09:00|日本|沖縄県|元中6;康応1年4月|汪英紫､ｼﾀﾙｰに漫湖を望む岡の上にｸﾞｽｸを築かせ､豊見ｸﾞ
  ｽｸと名付ける/ｼﾀﾙｰは豊見ｸﾞｽｸ按司となり､大ｸﾞｽｸにはﾔﾌｽが入り大ｸﾞｽｸ按司になる
1389年5月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｳﾞｪﾝﾂｪﾙが､ｴｰｶﾞｰで国内平和令を発布
1389年5月19日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾓｽｸﾜ大公･ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾄﾞﾝｽｺｲ｣
1389年5月19日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｸﾜ大公｢ｳﾞｧｼﾘｰ1世ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨｯﾁ｣(~14250227死去)
1389年5月29日-09:00|日本|  ||元中6;康応1年5月4日|<死去>但馬･備後･伯耆･隠岐国守護｢山名時義｣但馬国に
  おいて(44歳)
1389年5月29日-09:00|日本|  ||元中6;康応1年5月4日|<任命>但馬･隠岐国守護｢山名時熙｣(~明徳元･元中7(1390
  )年3月)
1389年5月29日-09:00|日本|  ||元中6;康応1年5月4日|<任命>伯耆国守護｢山名氏之｣(明徳元･元中7(1390)年3月
  )
1389年5月29日-09:00|日本|  ||元中6;康応1年5月4日|<任命>備後国守護｢山名義熙｣(~明徳元･元中7(1390)年3
  月18日)
1389年6月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾊﾞﾙｸｰｸ｣
1389年6月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<復位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻｰﾘﾌ･ﾊｰｯｼﾞｰ｣(2期目~1390.1)
1389年6月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第3代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾗﾄ1世｣ｺｿﾎﾞの戦いで偽って投降したｾﾙﾋﾞｱ貴族に刺
  殺される
1389年6月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第4代ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞﾔｽﾞｨﾄ1世｣ﾑﾗﾄ1世の息子(~14020720~14030308死去
  )
1389年6月15日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾙﾋﾞｱ侯｢ﾗｻﾞｰﾙ･ﾌﾚｰﾍﾞﾙﾔﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾂｧｰﾘ･ﾗｻﾞｰﾙ｣ｺｿﾎﾞの戦いでｾﾙﾋﾞｱの政治
  ｴﾘｰﾄの大半と共に殺された
1389年6月15日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ摂政｢ﾐﾘｶ｣(~1393年)
1389年6月15日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ公｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾗｻﾞﾚｳﾞｨｯﾁ･ﾌﾚﾍﾞﾙﾔﾉｳﾞｨｯﾁ｣(⇒1402年8月､専制君主~142
  70719)
1389年6月15日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||第1次ｺｿﾎﾞの戦い､ｵｽﾏﾝﾄﾙｺ軍がｾﾙﾋﾞｱ連合軍を撃破
1389年6月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･洪武21年6月|李成桂はｸｰﾃﾞﾀｰ(威化島回軍)を行い､高麗･辛偶王の子
  の33代･昌王(辛昌)を即位させ(-1389)洪武年号に戻す
1389年8月5日-09:00|日本|茨城県|元中6;康応1年7月14日|<死去>常陸国守護｢(常陸佐竹氏第10代当主)佐竹義宣
  ｣44才/子の義盛が継ぐ(~応永14年9月21日(14071022)死去)
1389年8月21日-09:00|日本/韓国/朝鮮|沖縄県|高麗･洪武21年8月|琉球国中山王察度､高麗に入貢して倭寇の俘
  虜を返し､硫黄･蘇木･胡椒などを送る
1389年9月8日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｴｲﾘｯｸ3世｣(⇒13960123､兼ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴﾘｸ7世｣)
1389年10月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第202代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ6世｣[1318年生～]享年71
1389年10月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ｽﾀﾝﾚｰ｣(2回目~13911003)
1389年11月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第203代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ9世｣(~14041001死去)
1389年12月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾃｯｻﾘｱ副帝｢ｱﾚｸｼｵｽ･ｱﾝｹﾞﾛｽ･ﾌｨﾗﾝﾄﾛﾍﾟﾉｽ｣
1389年12月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾘｱ副帝｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾝｹﾞﾛｽ･ﾌｨﾗﾝﾄﾛﾍﾟﾉｽ｣(~1393.12廃位､ｵｽﾏﾝ朝によるﾃｯｻﾘｱ
  併合)
1389年12月2日-09:00|朝鮮|  ||高麗･洪武21年11月15日|<即位>高麗王｢恭譲王｣(13920731譲位)
1389年12月2日-09:00|朝鮮|  ||高麗･洪武21年11月15日|<廃位>高麗王｢昌王(後廃王)｣
1389年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1390年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣
1390年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱｰｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣(~1410年死去)
1390年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<建国>ｷﾀｸﾞｳｪﾝﾀﾞ王国
1390年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ｶﾞﾝ｣ﾗﾝｶｽﾀｰ公ｼﾞｮﾝ･ｵﾌﾞ･ｺﾞｰﾝﾄ(~1397年)
1390年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾙｹﾆ･ﾙｱ･ﾆﾐ｣建国(~1420年
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  )
1390年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾏﾙﾃｨｰﾉ1世｣(~14090725死去)1401年までﾏﾘｱと共同統治
1390年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢George1世von Liechtenstein｣(~1419年)
1390年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝ﾊﾞﾔｽﾞｨﾄ1世が西ｱﾅﾄﾘｱを制服､ｱﾙﾊﾞﾆｱを攻略
1390年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸはｷｰﾙ(ﾌﾟﾚﾝを含む)､ｾﾞｰｹﾞﾍﾞﾙｸを併合
1390年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||ﾎﾞｽﾆｱがｼﾍﾞﾆｸとｺﾄﾙの間のｱﾄﾞﾘｱ海沿岸を支配(~1391年)
1390年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣
1390年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾏﾘ伯｢ﾄﾏｽ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣先代の息子(~1422年死去)
1390年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Madhan3世｣(~1400年)
1390年1月17日-09:00|日本|  ||元中7;康応2年|<交替>薩摩国守護｢今川了俊｣⇒｢島津伊久｣(~応永元(1394)年8
  月解任)
1390年1月17日-09:00|日本|静岡県島田市|元中7;康応2年|大通融士､曹洞宗富洞山天徳寺(大草)開山
1390年1月17日-09:00|日本|静岡県沼津市|元中7;康応2年|石雲山龍音寺(大平吉田)開創
1390年1月17日-09:00|日本|静岡県浜松市浜北区|元中7;康応2年|仲翁澄大､観音山光明寺を､現在地に伽藍を移
  し､山号名を金剛山庚申寺(宮口)と改める
1390年1月17日-09:00|日本|静岡県浜松市南区|元中7;康応2年|元道円密(宗良親王にお供してきた公家出身)､臨
  済宗方広寺派護法山地蔵院(高塚町)を開山
1390年1月17日-09:00|日本|富山県南砺市|元中7;康応2年|本願寺5世綽如が井波に瑞泉寺を建立<浄土真宗大谷
  派>
1390年1月17日-08:00|中国|  ||明･洪武23年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾋｽﾞﾙ･ﾎｰｼﾞｬ｣(~1399年死去)
1390年1月17日-08:00|中国|  ||明･洪武23年|明が第2次粛清､刑死3万人といわれる胡党の獄
1390年1月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｼﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾊﾞﾙｸｰｸ｣(2期目~13990620死去)
1390年1月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ9世寛大伯｣
1390年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･光泰3年1月23日|<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢阿答阿者(Binasuor､制蓬峩)｣海潮の戦い
  で､部下･羅皚が陳朝とひそかに通じ､火砲の砲撃を受けて船は撃沈戦死
1390年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･光泰3年1月23日|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢羅皚(Jaya Simhavarman6世､閣勝)｣(~140
  0年死去)
1390年2月14日-09:00|日本|大分県宇佐市|元中7;康応年1月29日|宇佐八幡宮,遷宮
1390年2月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ1世｣
1390年2月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾙｰﾌﾟﾚﾋﾄ2世｣(~13980106死去)
1390年2月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾉﾘｯｼﾞ｣初代ﾖｰｸ公の子(⇒14020801兼ﾖｰｸ公･ｹﾝﾌ
  ﾞﾘｯｼﾞ伯~14151025死去)
1390年3月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｼﾞｮﾝ(ｵﾌﾞ･ｺﾞｰﾝﾄ)｣初代ﾗﾝｶｽﾀｰ公(~13990203死去)
1390年3月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬはﾜﾗｷｱの一部(~1396年10月)
1390年3月18日-09:00|日本|兵庫県|元中7;康応2年3月|山名時煕が但馬で挙兵(明徳の乱)
1390年3月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第18代皇帝ﾏﾇｴﾙ3世(~14170305)
1390年4月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ対立王｢ﾎﾞｽﾆｱ王ﾄｳﾞﾙﾄｺ1世｣(~13910310)
1390年4月3日-09:00|日本|兵庫県|元中7;康応2年3月17日|<明徳の乱>山名氏清､満幸､軍勢を率いて山名時煕討
  伐のため但馬国へ
1390年4月4日-09:00|日本|  ||元中7･康応2年3月18日|<交替>隠岐国守護｢山名時熙｣⇒｢山名満幸｣(~元中8･明徳
  2(1391)年11月8日解任)
1390年4月4日-09:00|日本|  ||元中7･康応2年3月18日|<交替>但馬国守護｢山名時熙｣⇒｢山名氏清｣(~元中8･明徳
  2年12月30日(13920124)死去)
1390年4月4日-09:00|日本|  ||元中7･康応2年3月18日|<交替>伯耆国守護｢山名氏之｣⇒｢山名満幸｣(~元中8･明徳
  2(1391)年11月8日解任)
1390年4月4日-09:00|日本|  ||元中7･康応2年3月18日|<交替>備後国守護｢山名義熙｣⇒｢細川頼之｣(~元中9･明徳
  3年3月2日(13920325)死去)
1390年4月12日-09:00|日本|  ||元中7;明徳1年3月26日|北朝が｢明徳｣に改元
1390年4月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国対立皇帝｢ﾖﾊﾈｽ7世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ4世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽと第二次ﾌﾞﾙｶ
  ﾞﾘｱ帝国皇女ｷﾗﾂｧ･ﾏﾘｱの子.ｵｽﾏﾝ帝国皇帝ﾊﾞﾔｽﾞｨﾄ1世とｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国の支援を受けて祖父を追放して即位(~9.
  17退位~14080922死去)
1390年4月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ5世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(~13910216死去)
1390年4月16日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|元中7;明徳元年閏3月|<土岐康行の乱>美濃國守護土岐康行､美濃国池
  田郡小島城で挙兵
1390年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾛﾊﾞｰﾄ2世｣74歳(誕生1316年)ｽﾃｭﾜｰﾄ朝の創始者
1390年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾛﾊﾞｰﾄ3世｣ﾛﾊﾞｰﾄ2世とｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾐｭｱの息子(~14060404死去6
  9歳)
1390年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の長男(~14020326死去)
1390年5月7日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|元中7;明徳元年閏3月22日|<死去>無文元選(後醍醐天皇の子)､臨
  済宗深奥山方広寺(引佐町奥山)にて/68歳
1390年5月10日-09:00|日本|  ||元中7;明徳元年閏3月25日|<解任>美濃･尾張･伊勢国守護｢土岐康行｣
1390年5月10日-09:00|日本|  ||元中7;明徳元年閏3月25日|<交替>山城国守護｢山名氏清｣⇒<再任>｢赤松義則｣(~
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  元中8･明徳2(1391)年9月)
1390年5月10日-09:00|日本|  ||元中7;明徳1年閏3月25日|<土岐康行の乱>幕府､土岐康行を討つ
1390年5月10日-09:00|日本|  ||元中7;明徳元年閏3月25日|<任命>伊勢･志摩国守護｢仁木満長｣(~元中8･明徳2(1
  391)年10月)
1390年5月10日-09:00|日本|  ||元中7;明徳元年閏3月25日|<任命>備中半国守護｢細川頼之｣(~明徳3･元中9年3月
  2日(13920325)死去)
1390年5月10日-09:00|日本|  ||元中7;明徳元年閏3月25日|<任命>美濃国守護｢土岐頼忠｣(~応永2(1395)年隠居)
1390年6月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉがﾊﾟﾄﾞｳﾞｧを失う
1390年8月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾌﾚｺﾞｯｿ｣(~13910406)
1390年8月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾅｰｼﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~13940120死去)
1390年9月16日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾑｽﾁｽﾗｳﾞﾘ公｢ｶﾘｶﾞｲﾗ｣
1390年9月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ﾆｶｲｱ帝国対立皇帝｢ﾖﾊﾈｽ7世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣(~14080922死去)
1390年9月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ5世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣次男ﾏﾇｴﾙ2世の救援とｵｽﾏﾝ帝国の支援に
  よって反撃に成功(~13910216死去)
1390年9月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公(ｼｬﾄﾉﾜ=ﾛﾚｰﾇ家)ｼｬﾙﾙ2世(1世)(~14310125)
1390年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺﾞｯﾂｨｵ･ﾃﾞｨ･ﾑｯﾁｮﾘｰﾉ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾘｰﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1390年10月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾌｱﾝ1世｣(誕生1358年)
1390年10月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｴﾝﾘｹ3世｣兼ﾄﾗｽﾀﾏﾗ公(~14061225死去)
1390年10月9日-09:00|日本|熊本県宇土市|元中7;明徳元年9月|今川了俊･今川義範､深堀時弘･深堀時清らを率い
  て宇土･河尻両城を陥れる/菊池武朝､良成親王を奉じて八代の名和顕興に依る


